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２

　 障  害  者  差  別  解  消  法 　
しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう

がスタートしました
　 平  成 ２８ 年 ４ 月 から、「 障  害 を 理  由 とする 差  別 の 解  消 の 推  進 に 関 する 法  律 （ 障  害  者  差  別  解  消  法 。 以  下 

へい せい ねん がつ しょう がい り ゆう さ べつ かい しょう すい しん かん ほう りつ しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう い か

「 法 」という）」がスタートしました。
ほう

　 目  的 は、 障 がいを 理  由 とする 差  別 の 解  消 の 推  進 に 関 する 基  本  的 な 事  項 や、 国 の 行  政  機  関 、 地  方  公  共 
もく てき しょう り ゆう さ べつ かい しょう すい しん かん き ほん てき じ こう くに ぎょう せい き かん ち ほう こう きょう

 団  体 および 民  間  事  業  者 における 障 がいを 理  由 とする 差  別 を 解  消 するための 措  置 などについて 定 める
だん たい みん かん じ ぎょう しゃ しょう り ゆう さ べつ かい しょう そ ち さだ

ことによって、すべての 国  民 が 障 がいの 有  無 によって 分 け 隔 てられることなく、 相  互 に 人  格 と
こく みん しょう う む わ へだ そう ご じん かく

 個  性 を
こ せい

 尊  重 し 合 いながら 共 に 生 きる 社  会 をつくることを 目  指 しています。
そん ちょう あ とも い しゃ かい め ざ

　なお、 茨  城  県 では、 障  害  者  差  別  解  消  法 の 施  行 に 先  立 ち、 平  成 ２７ 年 ４ 月 に「 障  害 がある 人 もない 人 
いばら き けん しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう し こう さき だ へい せい ねん がつ しょう がい ひと ひと

も 共 に 歩 み 幸 せに 暮 らすための 茨  城  県 づくり 条  例 （ 茨  城  県  障  害  者  権  利  条  例 ）」が 施  行 されています。
とも あゆ しあわ く いばら き けん じょう れい いばら き けん しょう がい しゃ けん り じょう れい し こう

　 市 では、その 事  務 ・ 事  業 の 公  共  性 により、 地  域  社  会 の 規  範 として 率  先 して 障 がい 者  差  別  解  消  支  援 を
し じ む じ ぎょう こう きょう せい ち いき しゃ かい き はん そっ せん しょう しゃ さ べつ かい しょう し えん

 推  進 し、 障 がいのある 人 もない 人 も 意  識 を 変 えて、お 互 いが 同 じ 社  会 で 共 に 生 きられる 差  別 のない 社 
すい しん しょう ひと ひと い しき か たが おな しゃ かい とも い さ べつ しゃ

 会 の 実  現 に 向 け 取 り 組 んでいきます。
かい じつ げん む と く

　 障 がいを 理  由 として、
しょう り ゆう

 正  当 な 理  由 なく
せい とう り ゆう

サービスの 提  供 を 拒  否 したり、 制  限 したり、 条  件 を 付 けたりするよう
てい きょう きょ ひ せい げん じょう けん つ

な 行  為 で、 障 がいのある 人 （ 家  族 なども 含 む）から 何 らかの 配  慮 を 求 める 意  思 の 表  明 があった 場  合 に、 負  担 に
こう い しょう ひと か ぞく ふく なん はい りょ もと い し ひょう めい ば あい ふ たん

なり 過 ぎない 範  囲 で、
す はん い

 社  会  的  障  壁 ※１
しゃ かい てき しょう へき

を 取 り 除 くための 必  要 な
と のぞ ひつ よう

 合  理  的  配  慮 ※２
ごう り てき はい りょ

を 行 わず、 障 がいのある 人 の 権  利  利 
おこな しょう ひと けん り り

 益 を 侵  害 することをいいます。
えき しん がい

※１ 社  会  的   障   壁 
しゃ かい てき しょう へき

… 日 
にち

 常  生  活 または 社  会  生  活 を 営 む 上 で 障  壁 となるような、① 社  会 における 事  物 （ 利  用 しにく
じょう せい かつ しゃ かい せい かつ いとな うえ しょう へき しゃ かい じ ぶつ り よう

い 施  設 、 設  備 など）、　② 制  度 （ 利  用 しにくい 制  度 ）、③ 慣  行 （ 障 がいのある 人 の 存  在 を 意  識 し
し せつ せつ び せい ど り よう せい ど かん こう しょう ひと そん ざい い しき

ていない 慣  習 、 文  化 など）、④ 観  念 （ 障 がいがある 人 への 偏  見 など）などがあげられます。
かん しゅう ぶん か かん ねん しょう ひと へん けん

※２ 合  理  的  配  慮 
ごう り てき はい りょ

… 障 がいのない 人 と 実  質  的 に 同  等 の 生  活 を 営 むために、 求 めに 応 じて、 必  要 かつ 適  切 な 現  状 の
しょう ひと じっ しつ てき どう とう せい かつ いとな もと おう ひつ よう てき せつ げん じょう

 変  更 または 調  整 を 行 うこと。　※ 負  担 が 過  重 になるものを 除 く
へん こう ちょう せい おこな ふ たん か じゅう のぞ

【 対  象  者 】
たい しょう しゃ

　 法 では、 下  表 のとおり、 国 、 独  立  行  政  法  人 および 地  方  公  共  団  体 などの 公  的  機  関 は、 不  当 な 差  別  的  取  扱 いの 禁 
ほう か ひょう くに どく りつ ぎょう せい ほう じん ち ほう こう きょう だん たい こう てき き かん ふ とう さ べつ てき とり あつか きん

 止 と 合  理  的  配  慮 の 提  供 を 義  務  化 しています。また、 民  間  事  業  者 には、 不  当 な 差  別  的  取  扱 いの 禁  止 は 義  務 とし、
し ごう り てき はい りょ てい きょう ぎ む か みん かん じ ぎょう しゃ ふ とう さ べつ てき とり あつか きん し ぎ む

 合  理  的  配  慮 の 提  供 は 努  力  義  務 としています。なお、 民  間  事  業  者 とは、 商  業 その 他 の 事  業 を 行 う 者 で、 目  的 の 営 
ごう り てき はい りょ てい きょう ど りょく ぎ む みん かん じ ぎょう しゃ しょう ぎょう た じ ぎょう おこな もの もく てき えい

 利 ・ 非  営  利 、 個  人 ・ 法  人 の 別 は 問 いません。 例 えば、 個  人  事  業  主 や 対  価 を 得 ない 無  報  酬 の 事  業 を 行 う 者 、 非  営 
り ひ えい り こ じん ほう じん べつ と たと こ じん じ ぎょう ぬし たい か え む ほう しゅう じ ぎょう おこな もの ひ えい

 利 の 社  会  福  祉  法  人 、NPO 法  人 も 対  象 となっています。
り しゃ かい ふく し ほう じん ほう じん たい しょう

　 事  業  者 ではない 一  般  私  人 は 対  象 としていませんが、 障 がい 者  差  別  解  消 に 関 する 周  知 は 図 っていくものとされ
じ ぎょう しゃ いっ ぱん し じん たい しょう しょう しゃ さ べつ かい しょう かん しゅう ち はか

ています。

○ 障 がい 者 に 対 する 差  別 とは
しょう しゃ たい さ べつ

 対  象  者 
たい しょう しゃ

 民  間  事  業  者 
みん かん じ ぎょう しゃ

 国 、 地  方  公  共  団  体 など
くに ち ほう こう きょう だん たい

してはならない 不  当 な 差  別  的  取 り 扱 い
ふ とう さ べつ てき と あつか

するように 努  力 する
ど りょく

しなければならない 合  理  的  配  慮 の 提  供 
ごう り てき はい りょ てい きょう

※ 障 がい 者 に 対 する 合  理 
しょう しゃ たい ごう り

 的  配  慮 としてふりがな
てき はい りょ

をふっています
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【 相  談  体  制 の
そう だん たい せい

 整  備 】
せい び

○ 法 では、 障 がい 者 やその 家  族 など 関  係  者 から、 障 がいを 理  由 とする 差  別 に 関 する 相  談 に 的  確 に 応 じるととも
ほう しょう しゃ か ぞく かん けい しゃ しょう り ゆう さ べつ かん そう だん てき かく おう

に、 紛  争 の 防  止 または 解  決 を 図 ることができるような 必  要 な 体  制 の 整  備 を 図 るものとされています。
ふん そう ぼう し かい けつ はか ひつ よう たい せい せい び はか

○ 市 では、 相  談  体  制 の 整  備 として、４ 月 から 総  合  保  健  福  祉 センターひだまり 内 に「 障 がい 者  差  別  解  消  相  談  室 」
し そう だん たい せい せい び がつ そう ごう ほ けん ふく し ない しょう しゃ さ べつ かい しょう そう だん しつ

を 設  置 し、その 運  営  業  務 を 那  珂  市  社  会  福  祉  協  議  会 に 委  託 します。
せっ ち うん えい ぎょう む な か し しゃ かい ふく し きょう ぎ かい い たく

○ 障 がい 者  差  別 を 解  消 するための 取 り 組 みを 効  果  的 かつ 円  滑 に 行 うため、「 那  珂  市  障 がい 者  差  別  解  消  支  援  地  域 
しょう しゃ さ べつ かい しょう と く こう か てき えん かつ おこな な か し しょう しゃ さ べつ かい しょう し えん ち いき

 協  議  会 」を 設  置 し、 必  要 な 情  報 の 交  換 を 行 い、 紛  争 の 防  止 や 解  決 を 後  押 しする 協  議 などを 行 います。なお、こ
きょう ぎ かい せっ ち ひつ よう じょう ほう こう かん おこな ふん そう ぼう し かい けつ あと お きょう ぎ おこな

の 協  議  会 は、 既  存 の「 那  珂  市  地  域  自  立  支  援  協  議  会 」と 併  設 し、 同 じ 委  員 で 組  織 します。
きょう ぎ かい き ぞん な か し ち いき じ りつ し えん きょう ぎ かい へい せつ おな い いん そ しき

【 市  職  員  対  応  要  領 】
し しょく いん たい おう よう りょう

○ 法 では、 行  政  機  関  等 は、その 事  務 ・ 事  業 の 公  共  性 に 鑑 み、 障 がい 者  差  別  解  消 に 率  先 して 取 り 組 む 主  体 として、
ほう ぎょう せい き かん とう じ む じ ぎょう こう きょう せい かんが しょう しゃ さ べつ かい しょう そっ せん と く しゅ たい

 職  員 による 取 り 組 みを 確  実 なものとし、 適  切 に 対  応 するために、 職  員 の 対  応  要  領 を 定 めるよう 努 めるものと
しょく いん と く かく じつ てき せつ たい おう しょく いん たい おう よう りょう さだ つと

されています。

○ 市 では、「 障 がいを 理  由 とする 差  別 の 解  消 の 推  進 に 関 する 那  珂  市  職  員  対  応  要  領 」を 策  定 し、その 趣  旨 や、 不 
し しょう り ゆう さ べつ かい しょう すい しん かん な か し しょく いん たい おう よう りょう さく てい しゅ し ふ

 当 な 差  別  的  取  扱 いと 合  理  的  配  慮 の 基  本  的 な 考 え 方 および 具  体  例 、 相  談  体  制 の 整  備 、 職  員 への 研  修 ・ 啓  発 など
とう さ べつ てき とり あつか ごう り てき はい りょ き ほん てき かんが かた ぐ たい れい そう だん たい せい せい び しょく いん けん しゅう けい はつ

について 定 めました。
さだ

【Q＆A】
　Ｑ　 具  体  的 に、どのようなことが 差  別 になるのですか？

ぐ たい てき さ べつ

　Ａ　 不  当 な 差  別  的  取  扱 いとは、 障 がいを 理  由 として、 正  当 な 理  由 なくサービスの 提  供 を 拒  否 したり、 制  限 し
ふ とう さ べつ てき とり あつか しょう り ゆう せい とう り ゆう てい きょう きょ ひ せい げん

たり、 条  件 を 付 けたりするような 行  為 です。 例 えば、 障 がいを 理  由 に 窓  口  対  応 を 拒  否 する、 対  応 の 順  序 
じょう けん つ こう い たと しょう り ゆう まど ぐち たい おう きょ ひ たい おう じゅん じょ

を 後  回 しにする、 説  明  会 、シンポジウムなどへの 出  席 を 拒 む、「 障 がい 者  不  可 」「 障 がい 者 お 断 り」など
あと まわ せつ めい かい しゅっ せき こば しょう しゃ ふ か しょう しゃ ことわ

と 表  示 ・ 広  告 することです。
ひょう じ こう こく

　Ｑ　 合  理  的  配  慮 ※２の 具  体  的 な 例 を 教 えてください。
ごう り てき はい りょ ぐ たい てき れい おし

　Ａ　 例 としては、 車 いすのかたが 乗 り 物 に 乗 るときに 手  助 けをすることや、 窓  口 で 障 がいの 特  性 に 応 じたコ
れい くるま の もの の て だす まど ぐち しょう とく せい おう

ミュニケーション 手  段 （ 筆  談 、 読 み 上 げなど）で 対  応 すること、 障 がいの 特  性 により 頻  繁 に 離  席 の 必  要 
しゅ だん ひつ だん よ あ たい おう しょう とく せい ひん ぱん り せき ひつ よう

がある 場  合 に、 会  場 の 座  席  位  置 を 扉  付  近 にするなどがあげられます。
ば あい かい じょう ざ せき い ち とびら ふ きん

　Ｑ　 企  業 などがこの 法  律 に 違  反 した 場  合 、 罰  則 が 科 せられるのでしょうか。
き ぎょう ほう りつ い はん ば あい ばっ そく か

　Ａ　 法 では、 民  間  事  業  者 などによる 違  反 があった 場  合 に、 直 ちに 罰  則 を 科 すこととはしていませんが、 繰 り
ほう みん かん じ ぎょう しゃ い はん ば あい ただ ばっ そく か く

 返 し 差  別 が 行 われたり、 自  主  的 な 改  善 が 期  待 できない 場  合 などには、その 事  業 を 担  当 している 大  臣 が、
かえ さ べつ おこな じ しゅ てき かい ぜん き たい ば あい じ ぎょう たん とう だい じん

 事  業  者 に 対 して 報  告 を 求 めることができることとしており、この 求 めに 対 して、 虚  偽 の 報  告 をしたり、
じ ぎょう しゃ たい ほう こく もと もと たい きょ ぎ ほう こく

 報  告 を 怠 ったりした 場  合 には、 罰  則 （２０ 万  円  以  下 の 過  料 ）の 対  象 になります。
ほう こく おこた ば あい ばっ そく まん えん い か か りょう たい しょう

 社  会  福  祉  課  障 がい 者  支  援 グループ　緯２９８－１１１１（ 内  線 １２６・１２７）
しゃ かい ふく し か しょう しゃ し えん ない せん

問い合わせ

 名  称 ： 那  珂  市  障 がい 者  差  別  解  消  相  談  室 
めい しょう な か し しょう しゃ さ べつ かい しょう そう だん しつ

 時  間 ： 午  前 ８ 時 ３０ 分 ～ 午  後 ５ 時 １５ 分 
じ かん ご ぜん じ ふん ご ご じ ふん

　　　 月 ～ 金  曜  日 （ 土 ・ 日 ・ 祝  日 ・ 年  末  年  始 を 除 く）
げつ きん よう び ど にち しゅく じつ ねん まつ ねん し のぞ

 場  所 ： 総  合  保  健  福  祉 センターひだまり 内 （ 菅  谷 ３１９８）
ば しょ そう ごう ほ けん ふく し ない すが や

 電  話 ：２９８－８８８１
でん わ

 障 がい 者  差  別 に 関 する 相  談  室 
しょう しゃ さ べつ かん そう だん しつ



４

　上下水道やゴミ処理、道路・公園の整備など、住
民生活に欠かせない役割は、住んでいる市区町村が
担っています。今年の夏の参議院選挙は、選挙権年
齢の引下げにより、１８歳、１９歳の皆さんも投票がで
きますので、選挙権を行使するためにも忘れずに住
民票を移しましょう！

　進学や就職などに伴い、実家を離れるかた
は引っ越し先の市区町村へ住民票を移す必要
があります！

引
っ
越
し
た
ら

住
民
票
を

移
し
ま
し
ょ
う
　!!

今
年
の
春

今
年
の
春
、、

引
っ
越
し
さ
れ
る
か
た

引
っ
越
し
さ
れ
る
か
た
へへ

進
学
や

就
職
な
ど
で

　選挙で投票する場所は、原則として住民票のある市区町村です。
　しかし、今年の春に引っ越しをする場合、今年の夏の参議院選挙に新住所地で投票することができない可能
性があります。

安心してください！引っ越しても旧住所地で投票することができます！

　今回、公職選挙法が改正されたことによって、新しく有権者となる１８歳、１９歳のかたが今年の春に引っ越し
ても、旧住所地に３か月以上住んでいた場合、夏の選挙には旧住所地で投票できます！

挙
選
院
議
参

平成28年
春

平成28年
夏

３か月

３か月

Ａ市
（旧住所地）

引っ越し

Ｂ市
（新住所地）

旧住所地に３か月以上住
んでいたので、旧住所地
で投票可能 !

３か月経過後は、新住所地で
投票できるようになります

新住所地に引っ越してから３か月経過
しなければ新住所地では投票できない

※新住所地で投票するためには、新住所地に転入届をした日から参議院選挙の公示日（選挙期日の少なくとも
１７日前）前日までに３か月以上住んでいる必要があります
※詳しくはお住まいの市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください

今年の春に引っ越しをされるかたは注意が必要です！

具体的な投票方法は
次ページで！

今
年
の
春
、

引
っ
越
し
さ
れ
る
か
た
へ

今年の夏の選挙へ、Let's 投票 !!

　引っ越し先に住民票を移す際は、市区町村窓口での「マイナンバー通知カード」
「マイナンバーカード」「住民基本台帳カード」の住所変更の届出もお忘れなく！
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■不在者投票の流れ■

旧住所地の
選挙管理委員会

新住所地の
選挙管理委員会

① 投票用紙など必要書類の請求

② 投票用紙など必要書類の交付

④ 記入済み投票
用紙を郵送

③ 必要書類を
持参して投票

不在者投票なら
新住所地にいても
投票できるんだね！

選挙人

　投票日当日に、旧住所地の投票所に行って投票することができます。
　また、投票日前でも、旧住所地の期日前投票所に行って投票することができます。
※選挙によっては、投票することができない場合もありますので、詳しくはお住まいの市区町村の選挙管理
委員会にお問い合せください

Ｑ．引っ越して３か月経っていないけど、投票するにはどうしたらいいの？

Ａ．旧住所地で投票できます！

Ｑ．旧住所地に行けない場合はどうしたらいいの？

Ａ．不在者投票という方法があるんです！

　選挙期間中に旧住所地に行くことができない場合は、
不在者投票という制度を活用することができます。

　①旧住所地の市区町村の選挙管理委員会に、直接または郵便などで投票用紙などの必要な書類を請求します。
　②交付された投票用紙などを持参して、新住所地市区町村の選挙管理委員会に出向きます。

【注意】不在者投票は書類のやりとりを郵送で行うため、手続きに時間がかかりますので早めにご請求ください。

那珂市選挙管理委員会
緯２９８－１１１１（内線５１４・５１５）問い合わせ

不在者投票の手続き

※不在者投票は、仕事や旅行などで選挙期間中現住所地以外の市区町村に滞在
　しているかたも、滞在先の市区町村の選挙管理委員会で行うことができます。
　詳しくはお住まいの市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください
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平
成
　
年
度
那
珂
市
一
般
会
計
を
は
じ

２８

め
、
各
種
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会

計
の
当
初
予
算
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る

に
当
た
り
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
新

年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
概
要
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
　
月
に
発
足
し
た
第
３
次

１０

安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
な
ど
の
日
本
の
構
造
的
な
問
題
に
真
正

面
か
ら
挑
み
、
日
本
の
未
来
を
切
り
開
く

新
た
な
国
づ
く
り
と
し
て
「
一
億
総
活
躍

社
会
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
、「
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
」「
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
」「
安
心

に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
多
岐
に
わ
た
る
政
策
を
総
動
員

し
、「
新
・
三
本
の
矢
」
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
若
者
も
高
齢
者
も
、
男
性
も
女
性
も
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
た
も
、
ま

た
難
病
や
障
が
い
を
持
っ
た
か
た
も
、
み

ん
な
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
社
会
を

つ
く
り
、
み
ん
な
が
も
う
一
歩
前
に
出
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
日
本
に
変
え
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
特
に
、
わ
が
国
で
は
、
平
成
　
年
を

２０

ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
若
年
女
性
層
の
減

少
の
影
響
か
ら
出
生
数
の
減
少
が
進
行

し
、
人
口
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
今
後
と

も
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
確
保
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
に
「
那

珂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
し
、
ま
た
、
有
識
者
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
昨

年
　
月
に
「
那
珂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

１０
と
創
生
総
合
戦
略
（
初
版
）」
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　　
平
成
　
年
度
は
、「
安
定
し
た
雇
用
の

２８

創
出
戦
略
」「
那
珂
市
へ
の
人
口
還
流
戦

略
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
応
援
戦
略
」「
時

代
に
合
っ
た
地
域
の
創
造
戦
略
」
の
４
つ

の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
具
体
的
な
施
策
と

し
て
、
市
民
協
働
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
の

構
築
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

情
報
発
信
、（
仮
称
）
那
珂
市
応
援
団
の
創

設
、
保
育
料
軽
減
範
囲
の
拡
大
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
住
宅
助
成
制
度
の
創
設
な

ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
本
市
の
持
つ
「
住
み
や
す
い
市
」

と
い
う
強
み
を
一
層
活
か
し
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な

が
る
効
果
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
全
庁
を

挙
げ
た
横
断
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
私
と
職
員
が
と
も
に

一
丸
と
な
り
、
迅
速
に
課
題
解
決
に
取
り

組
み
、
よ
り
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
の
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
、
私
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
私
は
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、

愛
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
那
珂
市
を
つ
く
る
べ

く
、
い
か
な
る
困
難
な
課
題
に
も
挑
戦
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
　
年
度
当
初
予
算
の
概
要

２８

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
那
珂
市
予
算
は
、
歳
入

２８

で
は
、
根
幹
で
あ
る
市
税
に
つ
い
て
は
、

国
の
経
済
対
策
に
よ
り
景
気
回
復
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
増
収
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
合
併
算
定
替
の
縮
減
に
よ
り
普
通
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
減
額
、
ま
た
国
の

地
方
財
政
対
策
に
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債

に
つ
い
て
も
減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
源
不
足
分
に
つ
い
て
財
政
調
整
基

金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
必
要
な

財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
、
市
民
か
ら
特
に
要

望
の
高
い
市
道
の
改
良
・
補
修
、
市
街
地

の
整
備
な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
や
、
地
方

創
生
の
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事
業
へ

の
重
点
配
分
を
図
る
一
方
、
社
会
福
祉
費

な
ど
の
扶
助
費
や
各
種
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
加
し
て
お
り
、
普
通
地
方
交
付

税
に
お
け
る
合
併
算
定
替
の
縮
減
な
ど
将

来
的
に
も
厳
し
い
財
政
状
況
を
見
据
え
た

中
で
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の
原
則
に

立
ち
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
と
事
務
事

業
の
見
直
し
を
進
め
た
中
で
、
財
源
の
効

率
的
な
配
分
に
努
め
た
予
算
編
成
を
行
い

平
成
　
年
度

28市
長
施
政
方

市
長
施
政
方
針針

市
長
施
政
方
針

　
３
月
　
日
か
ら
、
平
成
　
年
第
１
回

10

28

那
珂
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
海

野
市
長
が
平
成
　
年
度
の
施
政
方
針
を

28

表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、
施
政
方
針
の

内
容（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
別
掲
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前

年
度
比
２
・
４
％
減
の
１
８
３
億
８
３
０

０
万
円
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
が
前

年
度
比
１
・
１
％
増
の
　
億
円
、
下
水
道

６９

事
業
特
別
会
計
は
前
年
度
比
　
・
２
％
減

１９

の
　
億
３
６
０
０
万
円
、
公
園
墓
地
事
業

２０
特
別
会
計
が
前
年
度
比
７
・
７
％
増
の
１

４
０
０
万
円
、
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

特
別
会
計
が
前
年
度
比
８
・
８
％
減
の
９

億
２
６
０
０
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）
が
前
年
度
比
１
・
８
％

増
の
　
億
８
３
０
０
万
円
、
上
菅
谷
駅
前

４４

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
が
前

年
度
比
　
・
１
％
増
の
１
億
３
９
０
０
万

１２

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
前
年

度
比
３
・
１
％
増
の
５
億
３
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収

益
的
収
入
が
前
年
度
比
０
・
３
％
減
の
　１１

億
９
４
８
３
万
円
、
収
益
的
支
出
が
前
年

度
比
５
・
６
％
増
の
　
億
３
８
４
０
万
４

１１

千
円
、
資
本
的
収
入
が
前
年
度
比
　
・
７

１８

％
増
の
４
億
８
０
６
８
万
４
千
円
、
資
本

的
支
出
が
前
年
度
比
４
・
９
％
増
の
９
億

３
０
７
９
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
次
那
珂
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
体
系
に
沿
っ
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
と
の
協
働
体
制
の
確
立
に

向
け
、
引
き
続
き
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
自
治
会
お
よ
び
市
民
活
動
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
や
協

働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
を
通
し

て
、
学
習
機

会
の
提
供
や

啓
発
を
行
っ

て
ま
い
り
ま

す
。

　
広
報
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
紙

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
わ
か
り

や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

な
ど
を
活
用
し
て
、積
極
的
・
効
果
的
な
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。ま
た
、「
那
珂
市
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
」
に
即
し
、

本
市
の
魅
力
で
あ
る
「
住
み
よ
さ
」
を
内

外
に
広
め
て
、
市
の
知
名
度
の
向
上
や
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
さ
ら
に
は
定
住

人
口
や
移
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ

う
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
広
聴
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
相
談
室

の
窓
口
を
は
じ
め
「
市
民
ボ
ッ
ク
ス
」
や

「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
よ
り
、
引
き
続
き
広

く
市
民
の
意
見
・
要
望
の
聴
取
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
計
画
な
ど
の

立
案
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、「
市
長
と

話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
継
続
し
て

実
施
し
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
や
意
見

交
換
を
通
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、市
政
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
那
珂
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後
期

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
女
性
活
動
団
体
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
後
期
実
施

計
画
は
平
成
　
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了

２９

す
る
た
め
、
次
期
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
人
権
尊
重
の
啓
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

啓
発
・
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
和
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
学
び
考
え

る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
原
爆
パ
ネ
ル

展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
は
、
特
に
若
い
世
代
に
語

り
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
学
校
を
通
し
て
児
童
生
徒
に
周

知
を
行
い
ま
す
。

　
定
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
空
き
家

の
売
却
ま
た
は
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者

か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
空
き
家
情
報
を
登

録
し
、
利
用
希
望
者
に
空
き
家
の
情
報
を

提
供
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
制
度
設

計
を
進
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
自
治
会
に
対

し
て
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
を
呼
び
か
け

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
組
織
の
強
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
未
結
成
の
自
治
会

に
対
し
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
説
明

し
結
成
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
非
常
用
食
糧

の
備
蓄
を
進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
伝
達

手
段
の
適
切
な
管
理
を
図
る
な
ど
、
災
害

時
に
お
け
る
市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、防
災
訓
練
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
域
ご
と
の
訓
練

の
実
施
に
重
点
を
置
い
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

１

安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

２

◆協働のまちづくりフォーラム
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原
子
力
の
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災

害
対
策
編
）
に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整

備
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
避

難
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
県
お
よ
び

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

議
会
お
よ
び
市
民
の
意
見
を
尊
重
し
判
断

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

（
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
着
工
の
木
造

５６

３１

住
宅
）
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を
行

い
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
雑
多

様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

東
消
防
署
の
は
し
ご
車
を
「
　
ｍ
ブ
ー
ム

１３

付
多
目
的
ポ
ン
プ
自
動
車
」
に
更
新
整
備

い
た
し
ま
す
。

　
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
需

要
に
対
応
す
る
た
め
に
救
急
救
命
士
お
よ

び
気
管
挿
管
認
定
救
急
救
命
士
を
各
１
名

養
成
し
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

救
急
救
命
講
習
会
な
ど
の
開
催
を
推
進
し

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
６
月
か
ら
「
い

２８

ば
ら
き
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、

茨
城
県
内
　
消
防
本
部
　
市
町
の
災
害
通

２０

３３

報
の
受
信
、
出
動
指
令
そ
の
他
の
消
防
指

令
業
務
を
共
同
で
行
い
ま
す
。
高
機
能
な

指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り
的

確
で
迅
速
な
消
防
・
救
急
業
務
や
関
係
機

関
な
ど
へ
の
情
報
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
団
第

６
分
団
第
３
部
詰
所
が
老
朽
化
し
た
た

め
、
西
木
倉
地
内
に
移
転
新
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
の
装
備
の
基
準
に
基
づ

き
装
備
品
を
整
備
し
、
消
防
団
員
の
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
な
消
防
活

動
が
で
き
る
よ
う
消
防
力
の
充
実
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
犯
灯

設
置
の
補
助
や
空
き
家
条
例
を
制
定
し
適

正
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
安

全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
警
察
や
防
犯
協

会
な
ど
と
連
携
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

充
実
を
図
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防

犯
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報

技
術
の
多
様
化
や
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
消
費
者
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
悪
質

か
つ
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
消

費
者
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
相
談
・

あ
っ
せ
ん
・
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
消
費
者
が
安
全
・
安
心
な
消
費

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
前
講
座
な
ど
に

よ
り
消
費
者
の
意
識
啓
発
に
努
め
、
被
害

の
未
然
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警

察
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

季
節
ご
と
に
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開

し
、
高
齢
者
、
子
ど
も
の
事
故
や
自
転
車

事
故
な
ど
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
や
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
を
実
施

し
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
に
重
点
を
お

い
た
交
通
安
全
教
育
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
次

那
珂
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
自
然
と

調
和
し
た
豊
か
な
環
境
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

図
る
た
め
、
出
前
講
座
の
開
催
や
広
報
な

ど
を
通
じ
た
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
節
電
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
水
戸
市
を
中
心
と

し
た
県
央
地
域
に
お
け
る
広
域
的
な
取
り

組
み
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
道

路
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
な
交

通
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
緊
急
性
と

必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
地
域
の
要
望
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
継
続
的
に
道
路
の
新

設
や
改
良
、
維
持
補
修
を
実
施
し
、
舗
装

率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆救命救急講習会
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橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
で
き
る
限
り
長
く
使
い
続
け
る
と

い
っ
た
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
へ
と
転

換
す
る
た
め
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
最
適
な
維
持
管
理
を
計

画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
宮
排
水
路
の
全
体
整
備
計
画
区
間
の
約

８
割
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
中
間
部
に
つ
き
ま
し

て
も
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
実
施

し
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
冠
水
被
害
を
防
止

す
る
た
め
早
期
完
成
を
目
指
し
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
菅

谷
・
市
毛
線
（
第
３
期
、
延
長
＝
１
４
０

０
ｍ
）
お
よ
び
上
宿
・
大
木
内
線
（
延
長

＝
４
４
０
ｍ
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
常
生

活
の
移
動
手
段
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る

市
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」・「
ひ
ま

わ
り
バ
ス
」
を
運
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
Ｊ
Ｒ
額
田
駅
に
駐

輪
場
を
整
備
し
利
用
環
境
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
県
・
近
隣
市
町
村
・
事
業
者

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南

酒
出
（
Ⅱ
）
地
区
の
成
果
の
閲
覧
と
認
証

の
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
南
酒
出
（
Ⅲ
）

地
区
の
 長
  狭
  物
 ・
一
筆
地
の
調
査
を
実
施

ち
ょ
う
 き
ょ
う
 ぶ
つ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
額
田
北
郷

（
Ⅰ
）地
区
に
つ
い
て
の
調
査
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
都

市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
菅
谷
地
区

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
市
道
整
備
及

び
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
け

る
都
市
計
画
道
路
下
菅
谷
停
車
場
線
（
延

長
＝
２
０
０
ｍ
）
や
街
区
道
路
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度

２７

で
区
画
整
理
事
業
の
本
体
工
事
が
完
成
し

た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
完
了
に
向
け
た
出

来
形
確
認
測
量
、
換
地
関
係
業
務
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
区
域
指
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
人
口
減
少
社

会
に
対
応
す
べ
く
、
既
存
集
落
に
お
け
る

生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
人
口
減

少
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
平
成
　
年
４
月

２９

の
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

で
よ
り
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た

め
、
既
存
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
配
水
管
網
整

備
計
画
に
基
づ
き
安
全
で
効
率
的
な
水
の

供
給
が
で
き
る
よ
う
に
配
水
管
の
整
備
お

よ
び
老
朽
管
の
更
新
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
木
崎
浄
水
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
Ⅰ
期
更
新
事
業
に
着
手
し
、

２７平
成
　
年
度
は
、
浄
水
施
設
（
ろ
過
池
・

２８

浄
水
池
）、
配
水
ポ
ン
プ
室
な
ど
の
築
造

を
行
い
、
平
成
　
年
度
の
完
成
に
向
け
て

３４

計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
　
年
３
月
に
策
定
し
た
那
珂
市
水
道

１９

事
業
基
本
計
画
書
の
見
直
し
を
行
い
、
新

し
い
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
１
次
整
備
優
先
地
区
の
Ⅰ
期
地
区
で
あ

る
額
田
、
後
台
、
門
部
地
区
お
よ
び
、
Ⅱ

期
地
区
で
あ
る
戸
多
地
区
は
引
き
続
き
汚

水
管
布
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ⅱ
期
地
区
の
中
里
地
区
に
つ
い

て
新
た
に
汚
水
管
布
設
工
事
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。
Ⅱ
期
地
区
の
残
り
で
あ
る

額
田
、
後
台
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

期
の
供
用
開
始
に
向
け
て
汚
水
管
布
設
工

事
に
着
手
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鴻
巣
地
区
Ⅱ
期
地
区
に
つ
い
て
平

成
　
年
度
に
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
酒

２７
出
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度

３２

の
供
用
開
始
を
目
指
し
引
き
続
き
汚
水
管

布
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
の
認
可
区
域
以
外
の
区
域

に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆JR額田駅

◆２月に開通した菅谷飯田線



１０

　
地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の

関
係
機
関
と
引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
要

支
援
者
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
お
互
い
を
認
め
支
え
合
う
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保

護
制
度
に
基
づ
く
保
護
費
の
適
正
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
受
給
者
の
自
立
を
促
す

た
め
就
労
支
援
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
生
活
保
護

に
至
る
前
の
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
尊
厳
の
保
持
を
基
本

に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業
の
効

果
的
な
実
施
、
認
知
症
な
ど
に
よ
る
高
齢

者
の
徘
徊
対
策
の
推
進
、
介
護
保
険
事
業

の
円
滑
な
運
営
な
ど
、
高
齢
者
の
保
健
・

福
祉
・
介
護
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
３
圏
域
に
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
誰
も
が

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
自
立
と
自
己
決
定
に
よ
り
社
会
に
参

加
・
参
画
し
な
が
ら
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
を
必
要
と

す
る
か
た
に
対
し
、
適
切
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
施
行
さ
れ
る
「
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」（
通
称
：
障
害
者
差
別
解
消
法
）

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
な
ど
へ
の
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
、
必
要
な
合
理

的
配
慮
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
婚
・
少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

結
婚
を
個
人
の
問
題
で
は
な
く
地
域
全
体

の
問
題
と
と
ら
え
、
結
婚
を
希
望
す
る
男

女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ

い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
児
全

戸
訪
問
や
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
相

談
・
健
康
診
断
に
よ
り
育
児
不
安
の
解
消

に
努
め
る
ほ
か
、
定
期
予
防
接
種
の
勧

奨
、
任
意
予
防
接
種
の
助
成
に
よ
り
感
染

症
の
ま
ん
延
と
重
と
く
化
を
防
止
す
る
な

ど
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
体

制
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
妊

治
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
補
助
金
へ

の
上
乗
せ
助
成
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
男
性
不
妊
治
療
に
つ
い
て
も
新
た
に

助
成
の
対
象
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ
り

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
を

産
み
た
い
か
た
の
希
望
を
か
な
え
る
環
境

づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
放
課
後
学
童
保
育
事
業
の
定

員
の
拡
充
な
ど
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
在
宅
の

乳
幼
児
に
対
す
る
子
育
て
支
援
と
し
て
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
や

民
間
保
育
所
な
ど
で
の
支
援
事
業
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
や
地
域
と
の
交

流
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
悩
み
を
抱
え
る
保
護

者
の
相
談
窓
口
と
し
て
開
設
し
４
年
目
を

迎
え
る
「
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
は
、
専
門
相
談
の
充
実
な
ど
さ

ら
な
る
事
業
内
容
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
引
き
続
き
児

童
虐
待
へ
の
対
応
や
母
子
家
庭
の
自
立
な

ど
に
関
す
る
相
談
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
成
人
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
と
と
も
に
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
を
短
縮
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
疾

病
の
早
期
発
見
の
た
め
定
期
健
診
・
が
ん

検
診
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
保
健
指
導
を
実
施
し
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
む
な
ど
、
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
看

護
師
不
足
解
消
の
た
め
、
水
戸
市
医
師
会

が
運
営
す
る
看
護
学
校
建
替
え
に
補
助
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３

◆１歳６か月児健康相談
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学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
性
と

創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
、
児
童
生
徒
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
と
技
能
の
習
得
に
努
め
る

と
と
も
に
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」「
自
分
ら
し
い
生
き
方
や

自
立
」
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
８
年
生
お
よ
び
９
年
生
に
つ

い
て
は
、
市
独
自
に
　
人
学
級
を
継
続
し

３５

て
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き

め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
障
が
い
児
学
習
指

導
員
な
ど
を
配
置
す
る
ほ
か
、
小
学
校
に

お
い
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
に

よ
る
英
語
教
育
の
拡
充
強
化
を
図
り
、
早

期
に
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
外
国
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を
見
据

え
た
人
間
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
小
学
校
教
育

２７

の
６
年
間
と
中
学
校
教
育
の
３
年
間
の
９

年
間
を
見
通
し
、
個
々
に
応
じ
た
一
貫
し

た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
教
育
効
果
の
向
上
を
目
指
し
て
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
も
教

職
員
を
対
象
と
し
た
教
科
・
領
域
研
修
や

特
別
支
援
教
育
研
修
、
生
徒
指
導
研
修
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
小
中
一
貫
教
育
の
共

通
理
解
を
深
め
指
導
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
専
科
教
員
に
よ
る
授
業
の
推
進

や
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
進
め
た
系

統
的
な
指
導
を
行
い
、
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
研
究
指
定
校
と
し

て
検
討
・
研
究
を
進
め
て
き
た
瓜
連
小
・

中
学
校
を
平
成
　
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

２８

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
行
い
、
研
究

成
果
を
踏
ま
え
た
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　
情
報
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
各

小
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
児

童
・
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
情
報
教
育
を
通

常
の
授
業
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
、

「
パ
ソ
コ
ン
で
学
ぶ
」と
い
っ
た
学
習
環
境

の
拡
充
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の
理
解
を
深

め
、
学
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
「
い

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
の
意
識
を

す
べ
て
の
人
が
持
ち
、
地
域
社
会
全
体
で

児
童
生
徒
を
見
守
る
と
と
も
に
、
い
じ
め

防
止
に
向
け
関
係
機
関
が
連
携
を
図
る
た

め
「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
、

万
が
一
い
じ
め
の
重
大
事
態
が
発
生
し
た

と
き
、
早
期
に
事
実
関
係
を
解
明
し
対
処

す
る
調
査
機
関
と
し
て
「
い
じ
め
調
査
委

員
会
」「
い
じ
め
再
調
査
委
員
会
」
を
平
成

　
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
関
係

２７機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
社
会
と
一

体
に
な
り
い
じ
め
問
題
の
克
服
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学

校
生
活
へ
の
悩
み
を
持
つ
児
童
生
徒
お
よ

び
保
護
者
な
ら
び
に
教
員
の
多
様
な
教
育

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
心

の
教
室
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
に
よ
る
指
導
・
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
制
度
の
下
、
引
き
続
き
那
珂

市
立
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
預
か
り
保
育
な

ど
を
推
進
し
、
幼
稚
園
教
育
の
一
層
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂

市
公
立
幼
稚
園
の
再
編
計
画
に
基
づ
き
、

市
立
幼
稚
園
１
園
へ
の
統
合
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る

校
舎
や
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
耐
震

補
強
工
事
が
平
成
　
年
度
に
全
て
終
了
し

２７

ま
し
た
。
今
後
は
、
武
道
場
な
ど
の
吊
天

井
補
強
工
事
や
大
規
模
改
修
工
事
を
引
き

続
き
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
中
央
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
意
向
を
反
映
し
た
講
座
の
充
実
や
自
主

事
業
の
積
極
的
な
展
開
な
ど
、
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
連
携
を

深
め
、
地

域
に
お
け

る
生
涯
学

習
活
動
を

推
進
し
て

ま
い
り
ま

す
。

　
市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供
お
よ
び
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
書
活
動
の

意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
、
広
く
普
及
・

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

よ
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
枢
を
担
っ

て
い
る
那
珂
市
体
育
協
会
の
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
総
合
公

園
を
活
用
し
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
講
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
や

と
も
に
楽
し
む
仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
、
市
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

４

◆公民館まつり体験教室
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青
少
年
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
教
室
な
ど
に
お
け
る
体
験

事
業
の
充
実
に
よ
り
、
小
学
生
の
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
と
社
会
性
の
か
ん
養
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
歴
史
遺
産
・
伝
統
文
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
と
し
て
季

節
展
や
企
画
展
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
額

田
城
跡
の
保
存
管
理
を
は
じ
め
各
種
の
歴

史
遺
産
の
保
存
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
異
な
る
文
化
や
生

活
習
慣
を
互
い
に
理
解
し
合
え
る
多
文
化

共
生
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際

親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
流
を
通
し
て
、

国
際
的
感
覚
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
市
民
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友

好
都
市
で
あ
る
秋
田
県
横
手
市
と
の
交
流

を
通
し
て
、
異
な
る
風
土
や
文
化
、
生
活

習
慣
な
ど
に
触
れ
、
市
民
お
よ
び
市
民
団

体
の
友
好
関
係
が
継
続
・
発
展
で
き
る
よ

う
交
流
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
の
消

費
拡
大
や
農
産
物
の
加
工
、
６
次
産
業
化

を
推
進
し
、
生
産
と
加
工
販
売
か
ら
消
費

ま
で
の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
新
た
な
付
加
価
値
の
創
造
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
）
の
大
筋
合
意
に
伴
う
関
税
撤
廃

は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
も
と
よ

り
、
地
域
経
済
・
社
会
や
国
の
食
料
自
給

率
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
農
業
者
が

安
心
し
て
営
農
で
き
る
施
策
の
充
実
を
図

り
、
食
料
の
安
全
、
安
定
供
給
や
食
料
自

給
率
の
向
上
な
ど
農
業
の
振
興
に
つ
い

て
、
県
お
よ
び
Ｊ
Ａ
常
陸
、
農
業
団
体
、

食
品
事
業
者
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

連
携
し
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
農
業

の
担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者
、
新
規
就

農
者
な
ど
の
確
保
・
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
や
遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業
、
耕

作
放
棄
地
再
生
利
用
事
業
な
ど
を
活
用

し
、
農
業
委
員
会
そ
の
他
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
農
地
の
集
積
を
進
め
る

と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
農
業
基
盤
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

有
ヶ
池
地
区
お
よ
び
芳
野
地
区
に
お
い
て

県
営
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
基

幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
に
よ
る
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
や
県
単

か
ん
が
い
排
水
事
業
に
お
い
て
施
設
の
更

新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
た
担
い
手
な
ど
へ
の
農
地

集
積
を
進
め
な
が
ら
、
農
地
流
動
化
促
進

の
た
め
県
営
で
の
計
画
地
区
ほ
場
再
整
備

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　
農
業
施
設
の
長
寿
命
化
や
施
設
の
更
新

な
ど
、
営
農
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
多

面
的
機
能
制
度
の
活
用
や
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
・
保
全
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
し
、

農
家
の
費
用
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
商
工
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
商
工

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
自
治
・
振
興

金
融
制
度
に
よ
る
事
業
資
金
の
融
資
支
援

や
、
雇
用
対
策
と
し
て
の
就
職
活
動
の
支

援
、
産
業
祭
の
開
催
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
起
業
な
ど
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
相
談
お
よ
び
支
援
を
行
う
「
よ

ろ
ず
相
談
事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
製
造
業

に
限
ら
ず
多
様
な
業
種
に
つ
い
て
誘
致
の

可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係
機

関
な
ど
と
の
連
携
や
情
報
収
集
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
固
定
資

産
税
の
優
遇
や
緑
地
面
積
率
の
緩
和
措
置

な
ど
を
活
か
し
た
誘
致
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
既
存
企
業
へ
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
、
人
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
観
光
と
商
業
・
農
業
な
ど
の
地
域
産

業
が
連
携
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
ほ

か
、
市
観
光
協
会
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
し
、
市
の
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に
発

信
し
て
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

活
力
が
あ
り
 賑
 わ
い
の

に
ぎ

あ
る
ま
ち
づ
く
り

５

◆大勢の観光客でにぎわう
　静峰ふるさと公園八重桜まつり
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ふ
る
さ
と
大
使
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
活
動
の
機
会
を
通
し

て
、
全
国
各
地
で
本
市
の
魅
力
を
広
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
大
使
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
市
政
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
情
報
交
換
会
を
開
催
し

市
政
へ
の
ご
意
見
や
ご
助
言
を
聴
取
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
央
地

域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、

圏
域
へ
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

「
茨
城
県
央
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」

の
締
結
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３

次
那
珂
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

効
率
的
な
市
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
伴
っ
て
交

付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
証
明
書
を
交
付
で

き
る
時
間
帯
が
広
が
る
ほ
か
、
市
外
で
も

証
明
書
の
交
付
が
可
能
と
な
り
利
便
性
が

大
き
く
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
２８

度
中
の
導
入
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
職
員
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
那
珂
市
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

き
、「
信
頼
さ
れ
る
職
員
」「
自
立
す
る
職

員
」「
創
造
性
あ
ふ
れ
る
職
員
」
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
階
層
に

お
い
て
求
め
ら
れ
る
知
識
や
能
力
を
は
じ

め
、
政
策
形
成
能
力
や
行
政
経
営
能
力
、

危
機
管
理
能
力
な
ど
の
専
門
的
能
力
の
育

成
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
や
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
試

行
を
重
ね
な
が
ら
制
度
を
構
築
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
本
施
行

２８

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
公
正
で
適
正

な
人
事
評
価
を
行
い
、
能
力
や
実
績
に
基

づ
く
人
事
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
員
管
理

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
年
次
的
に
多
数
の
退
職
者
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
継
の
管
理
職
員

の
適
材
適
所
へ
の
配
置
や
、
退
職
者
の
再

任
用
、
新
規
採
用
職
員
の
確
保
に
よ
り
、

業
務
の
継
続
性
を
確
保
し
な
が
ら
適
正
な

定
員
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
税
等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
　
月
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ

１０
る
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
も
納
税
機
会
の
拡
充
を
図

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
収
納
率
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
指
定
金
融
機
関
に
つ
き
ま
し
て
は
、
競

争
原
理
が
働
き
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
貢
献
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
か
ら
３

年
ご
と
の
輪
番
制
を
採
用
し
、
常
陽
銀
行

と
筑
波
銀
行
の
２
行
を
指
定
し
ま
し
た
。

本
年
　
月
に
開
始
す
る
輪
番
制
は
、
筑
波

１０

銀
行
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
公
有
財
産
の
適
正
管
理
と
有
効
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
未
利
用
地
と
な
っ
て
い

る
瓜
連
駅
北
側
の
市
有
地
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

　　
窓
口
業
務
の
日
曜
開
庁
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
確
保
、
市
民

顧
客
主
義
の
観
点
に
基
づ
き
平
成
　
年
９

２３

月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
市
民
に
浸
透
し

て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後

も
更
な
る
利

便
性
の
向
上

に
向
け
、
検

討
・
改
善
を

加
え
な
が
ら

継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
事
務
権
限
の
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
　
年
６
月
に
「
地
域
の
自
主
性
及
び

２６

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
第
４
次
一
括
法
）」
が
公
布
さ
れ
、

今
後
も
国
・
県
か
ら
の
一
層
の
権
限
移
譲

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
体

制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
の
自
主
性

お
よ
び
自
立
性
を
高
め
、
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
　
年
度
の
市
政
運
営
に
当

２８

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
那

珂
市
の
発
展
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と

し
、
輝
け
る
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
先

に
述
べ
た
各
種
施
策
を
一
つ
ひ
と
つ
確
実

に
推
進
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
お
い
て

真
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
こ
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

１０

 

那
珂
市
長
　
海
野
　
　
徹

行
財
政
運
営
の
効
率
化
に

よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

６

◆日曜開庁窓口



１４

行
政
概
要
報
告

議会議会
第 1 回
定例会

　市長提出議案は報告１件、条例の制定・一部改正
３１件、平成２７年度補正予算１５件、平成２８年度予算９
件、その他（同意を含む）７件、合わせて６３件につ
いて審議され、全議案について原案のとおり可決さ
れました。

平成28年第１回那珂市議会定例会
3月10日～25日の16日間の会期で開催

■
那
珂
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て

　
那
珂
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
と

お
り
執
行
し
ま
し
た
。

　
選
挙
期
日
　
　
　
　
２
月
　
日
（
日
）

２１

　
当
日
有
権
者
数
　
　
４
万
５
５
８
１
人

　
投
票
人
員
　
　
　
　
２
万
５
９
５
１
人

　
投
票
率
　
　
　
　
　
　
・
　
％

５６

９３

■
報
道
写
真
展
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
か
ら
　
月
４
日
ま
で
、
市
役

１１

２６

１２

所
１
階
広
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、

茨
城
新
聞
社
と
の
共
催
に
よ
る
報
道
写
真

展
「
日
本
と
茨
城
の
戦
後
　
年
」
を
開
催
、

７０

終
戦
直
後
か
ら
昨
年
の
常
総
市
の
水
害
ま

で
の
写
真
　
点
と
年
表
を
展
示
し
ま
し

６１

た
。

■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
つ
い
て

　
１
月
　
日
、
静
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク

１５

ラ
ブ
に
お
い
て
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報

交
換
会
を
開
催
し
、
出
席
さ
れ
た
８
人
の

大
使
か
ら
、
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

や
Ｐ
Ｒ
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
那
珂
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針

の
策
定
に
つ
い
て

　「
那
珂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
る
定
住
・
移
住
促
進
を

進
め
る
上
で
、
那
珂
市
の
魅
力
を
市
内
外

に
対
し
て
戦
略
的
に
発
信
す
る
た
め
、

「
那
珂
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
」

を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
　
月
　
日
か
ら
１
月
　
日

１２

２１

１８

ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
末
の
策
定

に
向
け
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

■
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ

い
て

　
　
月
か
ら
２
月
末
に
か
け
て
「
市
長
と

１１
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
３
回
開
催

し
ま
し
た
。　
月
　
日
は
、
那
珂
市
Ｐ
Ｔ

１１

２７

Ａ
連
絡
協
議
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

会
か
ら
　
人
、　
月
　
日
は
、
菅
谷
地
区

２０

１２

１８

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
　
人
、
２
月
７

３０

日
は
、
野
仲
自
治
会
か
ら
　
人
、
合
計
で

２３

　
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

７３の
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
施
策

の
取
り
組
み
に
関
し
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。

■
市
有
財
産
の
貸
付
け
に
よ
る
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
市

民
へ
理
解
促
進
と
普
及
啓
発
を
図
る
た

め
、
ば
ら
野
学
園
市
立
五
台
小
学
校
（
設

置
使
用
面
積
２
１
０
㎡
）
お
よ
び
市
立
図

書
館
（
設
置
使
用
面
積
２
８
８
㎡
）
の
屋

上
に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、　
月
１２

４
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
つ

い
て

　
　
月
１
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し

１２
の
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
電
気
自
動
車
の
無
償
貸
与
に
つ
い
て

　
２
月
　
日
、
日
産
自
動
車
か
ら
電
気
自

２４

動
車
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
受
領
式
を
行
い

ま
し
た
。
貸
与
さ
れ
た
車
両
は
、
同
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開

催
に
つ
い
て

　
２
月
７
日
お
よ
び
　
日
、
中
央
公
民
館

１４

に
お
い
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
災
害
時
の
応
援
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
に
新
潟
県
阿
賀
野
市
と
、
１

１２

１５

月
　
日
に
筑
西
市
と
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
に

２６
お
け
る
体
制
強
化
を
目
的
と
す
る
「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

■
筑
西
市
お
よ
び
桜
川
市
と
原
子
力
災
害

時
の
広
域
避
難
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
１
月
　
日
、
筑
西
市
お
よ
び
桜
川
市
と

２６

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
を
目

的
と
す
る
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
県

内
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
」を
締
結（
三

者
協
定
）
し
ま
し
た
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

２６

に
伴
い
、
所
得
の
低
い
か
た
や
子
育
て
世

帯
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉

給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給



広報なか４月号１５

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
第
１

回
の
支
給
を
　
月
８
日
に
行
い
、
２
月
末

１０

日
ま
で
に
８
４
０
９
人
に
支
給
し
ま
し

た
。
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ

い
て
は
、
第
１
回
の
支
給
を
８
月
　
日
に

１０

行
い
、
２
月
末
ま
で
に
６
６
３
５
人
に
支

給
し
ま
し
た
。

■
障
が
い
者
就
労
支
援
に
伴
う
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
　
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
市
役
所
本
庁

１２
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
障
が
い
者
へ

の
理
解
と
社
会
参
加
の
一
層
の
促
進
を
図

り
、
働
く
障
が
い
者
の
工
賃
向
上
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
の
定
期
的
な
物
品
販
売
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
５
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
に
お
い
て
、
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
所
の
仕
事
ぶ
り
を
直
接
確
認
で
き
る

機
会
と
し
て
「
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業

所
展
示
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　■
要
援
護
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る

協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
、
市
内
新
聞
取
扱
店
４
店
舗

１２

１６

お
よ
び
市
内
に
配
達
す
る
市
外
新
聞
取
扱

店
　
店
舗
と
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
要
介

１１
護
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
要
援
護
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
お
よ
び
生

活
環
境
の
改
善
を
目
的
と
す
る
「
要
援
護

者
等
の
見
守
り
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者「
愛
の
定
期
便
」

事
業
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
の
事
務
事
業
評
価
お
よ
び

２６

市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に
お
い
て

「
事
業
廃
止
」と
判
定
さ
れ
た
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
愛
の
定
期
便
」
事
業
の
廃
止
に
つ
い

て
、　
月
に
委
託
事
業
者
と
、　
月
に
民

１０

１２

生
委
員
と
調
整
を
進
め
、
１
月
に
利
用
者

へ
周
知
し
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
ど
お
り

３
月
　
日
を
も
っ
て
事
業
廃
止
し
ま
す
。

３１

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て

　
　
月
１
日
か
ら
２
月
　
日
ま
で
の
３
か

１２

２９

月
間
、
市
内
の
常
磐
自
動
車
道
よ
り
北
側

の
捕
獲
範
囲
に
お
い
て
、
く
く
り
わ
な
に

よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
を
行
い
、　
頭
捕
獲

６６

し
ま
し
た
。

■
第
　
回
教
育
振
興
大
会
に
つ
い
て
　

１２

　
２
月
　
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

２５

に
お
い
て
、
第
　
回
那
珂
市
教
育
振
興
大

１２

会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の

分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
・
生

徒
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
か
た
へ
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ジ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー

ト
代
表
理
事
を
務
め
る
、
沖
縄
大
学
非
常

勤
講
師
の
池
間
哲
郎
氏
に
よ
る
「
日
本
は

な
ぜ
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
愛
さ
れ
る
の
か

～
今
、
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
～
」
と

題
し
た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

■
成
人
式
に
つ
い
て

　
１
月
９
日
、
那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
５
７
５
人
で
、
出
席
者

は
４
０
９
人
、
出
席
率
は
　
・
１
％
で
し

７１

た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　
消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、　
月
　

１１

２１

日
か
ら
２
月
　
日
ま
で
に
事
業
所
や
学
校

２９

な
ど
を
対
象
と
し
て
　
回
行
い
、
２
５
１

２９

７
人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習

得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
の
た
め
、
普

通
救
命
講
習
会
を
９
回
行
い
、
１
９
６
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
は

３
回
行
い
、
１
３
４
人
が
受
講
し
ま
し

た
。

　
火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
建
物
２

件
、
そ
の
他
２
件
で
合
計
４
件
、
救
急
出

場
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病
３
７
８
件
、

交
通
事
故
　
件
、
そ
の
他
１
７
８
件
で
合

６０

計
６
１
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
　
日
、
那
珂
総
合
公
園
に
お
い

１０

て
、
消
防
意
識
の
高
揚
と
防
災
活
動
の
向

上
を
図
り
、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
て
消
防
出
初
式
を
開
催
し
、

消
防
関
係
者
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　
市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
お
よ
び
県
内
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
木
し
い

た
け
を
除
い
た
す
べ
て
の
農
産
物
で
未
検

出
ま
た
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
出
荷
制

限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
２
月
末
現
在

の
支
給
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
国
の

支
援
金
は
、
全
壊
が
２
０
４
件
、
大
規
模

半
壊
が
９
件
、
合
計
２
１
３
件
で
総
額
２

億
７
１
７
５
万
円
で
す
。
県
の
災
害
見
舞

金
は
、
半
壊
１
７
９
件
５
３
７
万
円
で

す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
が
　４６

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の
半
壊

以
上
が
２
７
８
件
、
合
計
５
６
６
件
で
総

額
１
９
４
８
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、　１０

件
で
１
９
３
０
万
円
で
す
。

　
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

１０

 

那
珂
市
長
　
海
野
　
　
徹
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仔
仔
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◎報告
専決処分について（損害賠償請求に関する和解及
び損害賠償の額の決定）

◎条例の制定・一部改正
那珂市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例／那珂市特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例／那珂
市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例の一部を改正する条例／那珂市証
人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正
する条例／那珂市職員定数条例の一部を改正する
条例／那珂市固定資産評価審査委員会条例の一部
を改正する条例／那珂市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例／那珂市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例／那珂市職員の再
任用に関する条例の一部を改正する条例／那珂市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一
部を改正する条例／那珂市障害支援区分認定審査
会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条
例／那珂市地域子育て支援センターの設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例／那珂市介
護保険条例等の一部を改正する条例／那珂市指定
地域密着型サービスの事業に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例／那珂市指定地域密着
型介護予防サービスの事業に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例／那珂市道路占用料徴
収条例の一部を改正する条例／那珂市法定外公共
物管理条例の一部を改正する条例／那珂市立幼稚
園設置条例の一部を改正する条例／那珂市立学校
給食センター薬剤師設置条例の一部を改正する条
例／那珂市企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例／那珂市火災予防条
例の一部を改正する条例／那珂市地方活力向上地
域における固定資産税の特別措置に関する条例／
那珂市行政不服審査会条例／那珂市行政不服審査
関係手数料条例／行政不服審査法の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例／那珂市職員の降給に
関する条例／那珂市職員の退職管理に関する条例
／那珂市職員の等級及び職制上の段階ごとの職員
の数の公表に関する条例／那珂市職員の修学部分
休業に関する条例／那珂市職員の自己啓発等休業

に関する条例／那珂市職員の配偶者同行休業に関
する条例

◎平成２７年度補正予算
平成２７年度那珂市一般会計補正予算（第６号）／
平成２７年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘
定）補正予算（第３号）／平成２７年度那珂市下水
道事業特別会計補正予算（第２号）／平成２７年度
那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算
（第３号）／平成２７年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第２号）／平成２７年度那
珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第１号）／平成２７年度那珂市水道事業会計
補正予算（第３号）／平成２７年度那珂市一般会計補
正予算（第７号）／平成２７年度那珂市国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）／平成２７
年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
／平成２７年度那珂市農業集落排水整備事業特別会
計補正予算（第４号）／平成２７年度那珂市介護保
険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
／平成２７年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理
事業特別会計補正予算（第２号）／平成２７年度那
珂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
／平成２７年度那珂市一般会計補正予算（第８号）

◎平成２８年度予算
平成２８年度那珂市一般会計予算／平成２８年度那珂
市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算／平成
２８年度那珂市下水道事業特別会計予算／平成２８年
度那珂市公園墓地事業特別会計予算／平成２８年度
那珂市農業集落排水整備事業特別会計予算／平成
２８年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）
予算／平成２８年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画
整理事業特別会計予算／平成２８年度那珂市後期高
齢者医療特別会計予算／平成２８年度那珂市水道事
業会計予算

◎その他
公の施設の広域利用に関する協議について／市道
路線の認定について／市道路線の廃止について／
那珂市副市長の選任について／那珂市監査委員の
選任について／那珂市農業委員会委員の任命につ
いて／那珂市固定資産評価審査委員会委員の選任
について

市 長 提 出 議 案 全議案可決
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３
月
　
日
、
市
立
額
田
幼
稚
園
の
閉
園

１９

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
閉
園
式
典
に
は
、
在
園
児
、

保
護
者
、
市
関
係
者
の
ほ
か
、
卒
園
児
や

以
前
幼
稚
園
に
勤
務
し
て
い
た
先
生
、
地

域
の
か
た
が
た
も
出
席
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
第
２
部
は
「
さ
よ
う
な
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
し
て
、開
園
当
時
か

ら
現
在
ま
で
の
幼
稚
園
の
　
年
の
あ
ゆ
み

４９

や
１
年
の
行
事
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
や
、
園
児
か
ら
の
歌
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
は
雨
上
が
り
の
空
の
下
、
出
席
し
た
全
員
で
園
庭
か
ら

空
に
向
か
っ
て
風
船
を
放
ち
、閉
園
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
開
園
し
て
以
来
、
１
６
８
０
人
の
子
ど
も

４２

た
ち
が
巣
立
っ
た
額
田
幼
稚
園
は
、
４
月
か
ら
横
堀
幼
稚

園
と
統
合
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
統
合

に
よ
り
園
児
た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
お
友
達

が
で
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

額
田
幼
稚
園
の
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

在園児によるお別れの歌の披露全員でのバルーンリリース

出来事年

那珂町立第二幼稚園として額田
小学校内に２学級１年保育で開
園

昭和４２

那珂町立額田幼稚園と改称昭和４８

新園舎完成　現在地に移転昭和５１

１学級定員３５人の２学級制とな
る昭和５８

２年保育を開始平成３

県教育広報学校新聞コンクール
優秀賞受賞
第２１回花と緑の環境美化コン
クール町優秀賞受賞

平成５

預かり保育を実施
市制施行により那珂市立額田幼
稚園と改称

平成１７

市教委指定公開保育研究平成２２

東日本大震災発生
園舎にも被害が発生し、卒園式・
修了式が中止となる

平成２３

額田幼稚園閉園式典を挙行
３月３１日　額田幼稚園閉園
 （卒園児数　１６８０人）
横堀幼稚園に統合となる

平成２８

額田幼稚園　４９年間のあゆみ

国民の祝日についてご存じですか

　歴史的な出来事や日本特有の風土・慣習などにちなんだ日を、国民全体で祝い、感謝する
ために定められました。１年のうち１６日あり、学校や銀行、多くの官公庁の施設などが休日
となります。

秘書広聴課秘書グループ　緯２９８－１１１１（内線４２３・４２４）問い合わせ

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

【４月】

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

【５月】

【４月２９日：昭和の日】
　激動の日々を経て、復
興を遂げた昭和の時代を
顧み、国の将来に思いを
いたす日です。

【５月３日：憲法記念日】日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する日です。
【５月４日：みどりの日】自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心を
はぐくむ日です。４月29日をみどりの日から昭和の日に改称するにあたり、み
どりの日を５月４日に移したものです。
【５月５日：こどもの日】こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるととも
に、母に感謝する日です。

国民の祝日



１８

【表１】平成28年度会計別予算額 （単位：千円）

平成28年度 那珂市予那珂市予算算那珂市予算 問　い
合わせ

財政課財政グループ
緯２９８－１１１１
　（内線５２２）

　平成２８年度の那珂市予算は、歳入では収入の
根幹となる市税について国の経済対策により景
気が回復傾向にあることから増額と見込まれる
一方で、普通交付税や臨時財政対策債が減額と
なる推算により減収となる見込みです。歳出で
は市民の生活に直結する市道の改修・補修、市
街化区域の整備などの社会基盤整備や年々増加
する社会福祉費などの扶助費を中心に、財源の
重点的かつ効率的な配分に努めた予算編成を行
いました。
　その結果、一般会計については前年度比
２．４％減の１８３億８，３００万円、特別会計について
は前年度比２．５％減の１５０億３，３００万円となりま
した。 （表１参照）

増減率平成２７年度
予算額

平成２８年度
予算額会計名

△２．４％１８，８４０，０００１８，３８３，０００一般会計

△２．５％１５，４１９，０００１５，０３３，０００特別会計

１．１％６，８２４，０００６，９００，０００国民健康保険（事業勘定）

△１９．２％２，５１９，０００２，０３６，０００下水道事業

７．７％１３，０００１４，０００公園墓地事業

△８．８％１，０１５，０００９２６，０００農業集落排水整備事業

１．８％４，４０５，０００４，４８３，０００介護保険（保険事業勘定）

１２．１％１２４，０００１３９，０００上菅谷駅前地区土地区画整理事業

３．１％５１９，０００５３５，０００後期高齢者医療

△２．５％３４，２５９，０００３３，４１６，０００合計

【表２】平成28年度一般会計歳入予算 （単位：千円）

増減率平成２７年度
予算額

平成２８年度
予算額区分

２．５％８，３８６，３０９８，５９６，３９０自主財源
２．２％６，５９７，７６６６，７４２，５８０市税
△３．７％２６９，９４８２５９，８６２分担金及び負担金
０．４％１９４，９９０１９５，６８１使用料及び手数料
２．０％１３，８４２１４，１１３財産収入

１，２４９，９７５．０％４５０，００３寄付金
６．８％６４０，４６２６８４，１５２繰入金
０．０％２５０，０００２５０，０００繰越金
△４．６％４１９，２９７３９９，９９９諸収入
△６．４％１０，４５３，６９１９，７８６，６１０依存財源
△３．７％２４９，６００２４０，３００地方譲与税
８．１％７７２，０４１８３４，２５４地方消費税交付金
３４．０％３４，７００４６，５００自動車取得税交付金
９．４％２９，８００３２，６００地方特例交付金

△１１．８％３，８３４，０００３，３８０，３００地方交付税
△５．７％２，３７６，３４３２，２４０，９７８国庫支出金
△７．２％１，３６７，８７９１，２６９，４５６県支出金
△３．３％１，７００，１００１，６４４，５８５市債
９．４％８９，２２８９７，６３７その他　※
△２．４％１８，８４０，０００１８，３８３，０００合計

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、交通安全対策特別交付金

　一般会計の歳入のうち最も大きな割合を占める市税は、国の経済対策により景気が回復傾向にあることか
ら、個人市民税や法人市民税の増、また、家屋の新増築が増えるとの見通しから固定資産税の増などにより、
前年度に比べて２．２％の増収を見込みました。地方交付税については、普通交付税が平成２７年度から始まっ

た合併算定替の縮減により減、また、震災復興特別交付税が事業の完了により大幅な減となることから、前年度に比べて
１１．８％の減収で見込みました。
　これらの結果、市が自らの手で確保できる自主財源は８５億９，６３９万円で、歳入全体に占める割合は４６．８％となりました。
これに対し、国や県から決められた額を交付されたり、割り当てられたりする依存財源は９７億８，６６１万円で、歳入全体の
５３．２％となりました。 （表２、図１参照）

＜一般会計＞
歳入

【図１】
平成２８年度一般会計歳入予算

市税（36.7％）
地方交付税（18.4％）

市債
（8.9％）

国庫支出金
（12.2％）

県支出金（6.9％）

その他　　　　　　（6.８％）
（地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金、地方
特例交付金　ほか）

繰入金（3.7％）
諸収入（2.2％）

繰越金（1.4％）

その他　　　　　　（2.8％）
（分担金及び負担金、使用料
及び手数料、寄付金、財産収入）

歳入予算

自依
存 主

財財

源源
53.2％53.2％ 46.8％46.8％
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地方交付税　３３億８，０３０万円（１１．８％減）
　国税のうち所得税や法人税、酒税、消費税、地方法人税
のそれぞれ一定割合を財源とし、地方公共団体が等しくそ
の行うべき事務を遂行することができるよう、一定の基準
により国から地方公共団体に交付されるもので、普通交付
税と特別交付税（震災復興特別交付税を含む）があります。
　普通交付税は合併算定替の縮減のため、前年度に比べて
３．０％減の３１億８，０００万円、特別交付税は過去の収入実績な
どを考慮して、前年度同額の２億円を見込みました。ま
た、震災復興特別交付税は、東日本大震災からの復旧・復
興事業の地方負担分について通常の特別交付税とは別枠で
交付されるもので、災害復旧事業の完了による大幅減のた
め３０万円となる見込みです。

市債　１６億４，４５８万５千円（３．３％減）
　耐用年数が長期にわたる公共施設の建設事業を実施する
際の財源などとして、その年度の収入のほかに国や民間の
金融機関から資金を借り入れるもので、市の借金にあたり
ます。
　後年度の元利償還金の７割が普通交付税で措置される合
併特例債を中心に、戸多地区交流センター整備事業債に
５，８００万円、災害援護資金貸付金債に３５０万円、農業生産基
盤整備事業債に１，９５０万円、市道整備事業債に１億５，８９０万
円、橋りょう長寿命化事業債に８１０万円、両宮排水路整備事
業債に１億２，１５０万円、まちづくり交付金事業債に２億
１，１３０万円、菅谷市毛線街路整備事業債に３，３１０万円、上宿
大木内線街路整備事業債に１，３９０万円、常備消防車両整備
事業債に８，３３０万円、消防団詰所整備事業債に１，２２０万円、
瓜連中学校校舎耐震補強事業債に１億１，９８０万円、小学校
施設整備事業債に３，２６０万円などを見込みました。
　また、地方交付税の財源不足を補う臨時財政対策債（赤
字地方債）は、国の地方財政計画などを考慮し７億４，９６８万
５千円を見込みました。

　市の水道事業は、民間企業と同様に企業会計を導入し、独
立採算で運営しています。
　本年度の主な建設改良事業としては、木崎浄水場の更新に
よる急速ろ過池の築造などを予定しており、浄水施設工事費
として４億９，４１０万円を計上しています。また、配水管布設
や老朽管更新、消火栓設置などを行うとともに、更なる施設
の維持管理の強化と安定給水に努めます。 （表３参照）

　特別会計は特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計から分離して別に収支経理を行う
会計です。
　前年度と比べ増減率が大きな会計としては、下水道事業特別会計が、東日本大震災で破損した下水道管などを修復する
ための下水道施設災害復旧費が皆減となったことに伴い大幅な減額となり、前年度比１９．２％減の２０億３，６００万円、また、上
菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計は、区画整理に伴う委託料の増額を見込み、前年度比１２．１％増の１億３，９００万円と
なりました。 （表１参照）

特別会計

水道事業会計

　
市税　６７億４，２５８万円（２．２％増）
　市の歳入の根幹をなすもので、市民税、固定資産税、軽
自動車税、市たばこ税、都市計画税があります。
　市民税は国の経済対策により個人の雇用や所得環境の改
善が見込まれるため、前年度比２．５％増の２９億１，２５５万９千
円、固定資産税は土地が地価下落などによる減収傾向にあ
る一方で、家屋の新増築により増収となる推算から、前年
度比２．０％増の２９億７，６７１万３千円を見込みました。

地方消費税交付金　８億３，４２５万４千円（８．１％増）
　消費税は国分と都道府県分から成っており、都道府県分
を地方消費税といいます。地方消費税は都道府県間で清算
された後、税額の２分の１が人口や従業者数で按分され、
地方消費税交付金として市町村に交付されます。近年増加
傾向にあることから前年度比８．１％増の８億３，４２５万４千円
を見込みました。

国庫支出金　２２億４，０９７万８千円（５．７％減）
　国と地方公共団体の経費区分に基づき、国から地方公共
団体に交付されるもので、負担金、委託金、特定の施策の
奨励または財政援助のための補助金があります。
　民生費国庫負担金では、障害福祉サービス給付事業負担
金に３億８，４４９万円、民間保育所児童運営費負担金２億
４，３９２万１千円、児童手当関係負担金５億９，０４８万円、生活
保護費負担金３億５，５２０万円などを見込みました。また、
総務費国庫補助金では、個人番号カード交付事業費補助金
５０９万７千円、民生費国庫補助金では、臨時福祉給付金支給
事業補助金６，３００万円、地域子ども・子育て支援事業補助金
４，３６４万９千円、衛生費国庫補助金では、合併処理浄化槽設
置整備事業補助金６７８万４千円、土木費国庫補助金では、道
路安全対策や街路などを整備するため社会資本整備総合交
付金に２億３，１９２万２千円、教育費国庫補助金では、瓜連中
学校大規模改造事業補助金３，９４１万１千円などを見込みま
した。

（表２、図１参照）

【表３】平成２８年度水道事業会計予算額 （単位：千円）

増減率平成２７年度
予算額

平成２８年度
予算額区分

△０．３％１，１９８，２０２１，１９４，８３０収入
収益的収支

５．６％１，０７８，１５２１，１３８，４０４支出

１８．７％４０５，０７７４８０，６８４収入
資本的収支

４．９％８８７，２９４９３０，７９３支出



２０

　一般会計の歳出のうち、扶助費については、障害福祉サービス給付事業や老人保護措置事業などの見込み
が増になることにより、前年度に比べ１．３％の増額、また、普通建設事業費については、消防救急無線設備・
指令センター共同化整備事業の皆減や菅谷市毛線街路整備事業が減となる一方、道路改良舗装事業の増や戸

多地区交流センター整備事業の皆増などにより、前年度に比べ１．８％の増額を見込んでいます。
　これらの結果、法令などによりその支出が義務づけられている義務的経費は、前年度から０．３％減少し、歳出全体に占め
る割合は５１．９％となっております。また、道路や学校の建設など社会資本の整備に要する経費である投資的経費について
は、前年度から１．８％増加し、歳出全体に占める割合は８．０％となっています。 （表４、図２参照）

歳出

増減率平成２７年度
予算額

平成２８年度
予算額区分

△９．６％２３２，６９０２１０，２４４議会費

８．７％２，２６５，４４３２，４６３，３４４総務費

△０．２％６，４３１，４５６６，４１８，３１２民生費

△７．３％１，３０１，４９４１，２０６，８１７衛生費

１．５％８２１，１４８８３３，４６８農林水産業費

１１．７％１６８，９３８１８８，７０５商工費

△２０．７％２，７７３，２７３２，１９９，６３９土木費

△０．９％１，０４７，４７７１，０３８，４０２消防費

２．９％２，０６９，４７０２，１３０，４８８教育費

０．０％１０１０災害復旧費

△２．１％１，７０８，５９６１，６７３，５６６公債費

０．０％５５諸支出金

０．０％２０，０００２０，０００予備費

△２．４％１８，８４０，０００１８，３８３，０００合計

【表４】平成２８年度一般会計歳出予算（性質別） （単位：千円）

増減率平成２７年度
予算額

平成２８年度
予算額区分

△０．３％９，５６７，１９５９，５３８，２９７義務的経費
△１．０％４，１５４，８７４４，１１２，１６６人件費
１．３％３，７０３，７２６３，７５２，５６６扶助費
△２．１％１，７０８，５９５１，６７３，５６５公債費
１．８％１，４３８，１２６１，４６４，７３１投資的経費
１．８％１，４３８，１１６１，４６４，７２１普通建設事業費

△１７．５％７０８，５７３５８４，４６８補助事業費
２０．７％７２９，５４３８８０，２５３単独事業費
０．０％１０１０災害復旧事業費
△５．８％７，８３４，６７９７，３７９，９７２その他の経費
４．２％２，９９１，７５３３，１１８，６０１物件費
△２．１%１，８６９，２１５１，８２９，４２２補助費等
△２２．９％３５８，１９９２７６，０６０維持補修費
△１５．５％２，４８５，３７７２，１０１，２９３繰出金
△５８．０％１３０，１３５５４，５９６その他　※
△２．４％１８，８４０，０００１８，３８３，０００合計

【表５】平成２８年度一般会計歳出予算（目的別） （単位：千円）

※積立金、投資及び出資金、貸付金、予備費

◆市民一人当たりの予算額 ※予算額を平成２８年３月１日現在の人口５５，６２７人で割って算出

１１５，３８１円高齢者や障がい者の福祉、子育て支援、生活保護などに民 生 費
４４，２８３円全般的な管理事務などに総 務 費
３９，５４３円道路の整備や河川、公園、市営住宅の管理などに土 木 費
３８，３００円学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに教 育 費
３０，０８５円市債の返済に公 債 費
２１，６９５円病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに衛 生 費
１８，６６７円消防や救急活動、災害対策などに消 防 費
１４，９８３円農林業の振興、生産基盤の整備などに農林水産業費
３，７８０円議会運営に議 会 費
３，３９２円商工業や観光の振興などに商 工 費
３６０円予備費などにそ の 他

３３０，４６９円合　　　　　計

民生費（35.0％）

教育費（11.6％）

衛生費（6.6％）

公債費（9.1％）

消防費（5.6％）

農林水産業費（4.5％）

その他　　 　　（2.2％）
（議会費、商工費、予備費、
災害復旧費、諸支出金）

歳出予算
〈目的別〉

人件費（22.3％）

扶助費（20.4％）

物件費（17.0％）

繰出金（11.4％）

補助費等（10.0％）

その他　　 （1.8％）
（維持補修費、予備費、
貸付金、積立金、投資
及び出資金）

普通建設事業費（8.0％） 公債費（9.1％）

その
の

義
的

務

費
経

他

経
費

投資的投資的
経費経費
8.0％8.0％

投資的
経費
8.0％

歳出予算
〈性質別〉

【図 3】【図 2】

51.9％51.9％
40.1％40.1％

土木費（12.0％）
総務費（13.4％）



広報なか４月号２１

民生費　６４億１，８３１万２千円（０．２％減）
　市民に一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費で、高齢者や障がい者、乳幼児のための福祉や
生活保護などに使われる費用です。
　障がい者（児）が地域で生活できるようサービスの給付
を行う障害福祉サービス給付事業に９億１，８４９万４千円、
中学校修了前までの児童生徒を養育している保護者などに
対し児童手当を支給する児童手当支給事業に８億４，９６０万
円、子ども・子育て支援新制度に基づき要保育児童などの
保育・教育を民間施設（保育所・幼稚園・認定こども園）
で実施する民間保育所等児童入所事業に７億８，７４３万６千
円、生活に現に困窮している人に対し、生活や医療などに
要する費用を支給する生活保護扶助費に４億７，７６０万円な
どを計上しました。
　また、新たに、障がいを理由とする差別に関する相談な
どを受ける、障がい者差別相談室設置のための障害者差別
解消推進事業に５１１万３千円を計上しました。

農林水産業費　８億３，３４６万８千円（１．５％増）
　農業や林業、畜産業の振興対策、生産基盤の整備、農道
の維持管理、地籍調査などに使われる費用です。
　農業用施設の整備を行い、農業生産性の向上や農業構造
の改善を図る土地改良基盤整備事業に９，１４６万８千円、地
籍の明確化を図るための木崎地区地籍調査事業に２，８５０万
１千円などを計上しました。
　また、新たに、額田地区地籍調査事業として１，２４６万８千
円などを計上しました。

土木費　２１億９，９６３万９千円（２０．７％減）
　道路の新設改良や維持補修、河川や公園、市営住宅の維
持管理、土地区画整理や市街地整備など、社会資本の整備
に使われる費用です。
　自動車や自転車、歩行者が安心して移動できる車道・歩
道の整備を行う道路改良舗装事業に３億９１９万円、良好な
市街地の形成に向けた整備を行うため下菅谷地区まちづく
り事業に２億８，３２０万円などを計上しました。
　また、新たに、地震時に大規模盛土造成地の崩壊による
被害を軽減するため、大規模盛土造成地マップの作成など
を行う宅地耐震化推進事業に２５７万１千円を計上しました。

教育費　２１億３，０４８万８千円（２．９％増）
　学校教育、社会教育などの教育部門に関する経費で、幼
稚園や小中学校の教育振興、文化・スポーツの振興などに
使われる費用です。
　瓜連中学校校舎の耐震補強と大規模改修の工事を行う瓜
連中学校校舎耐震補強事業に１億６，６０８万６千円、給食セ
ンターにおける燃料費や賄材料費、給食配送委託料などの
給食センター運営事業に３億５４７万２千円などを計上しま
した。
　また、新たに、東日本大震災により破損した瓜連小学校
プールの解体工事を行う小学校施設整備事業に４，３５０万円、
旧戸多小学校体育館の屋根や外部の改修を行う体育施設整
備事業に２，２８５万円などを計上しました。

総務費　２４億６，３３４万４千円（８．７％増）
　市の全般的な管理事務などの経費で、市税などの徴収や
公有財産の維持管理、戸籍や住民基本台帳の管理、広報紙
の発行などに使われる費用です。
　イントラネットシステムの保守管理などのための情報系
システム管理事業に１億３３９万８千円、平成３０年度の固定
資産税評価替に向けた固定資産税課税台帳整備事業に
７，２０４万８千円などを計上しました。
　また、新たに、旧戸多小学校の特別教室を耐震補強と改
修工事により地区交流センターとして整備する戸多地区交
流センター整備事業に６，７３２万６千円、ふるさとづくり寄
付に対する謝礼品を贈るふるさと寄付金「ふるさとの便り」
事業に２，１０４万５千円などを計上しました。

衛生費　１２億６８１万７千円（７．３％減）
　市民が健康で衛生的な生活を送ることのできる良好な環
境を保持するための経費で、各種検診や予防接種、公害対
策、ごみの収集処理などに使われる費用です。
　水痘・ヒブ・小児肺炎球菌などの予防接種事業に１億
３，４８９万１千円、一般家庭から排出されるごみの収集や運
搬を行う家庭系可燃ごみ収集事業に１億１０万２千円などを
計上しました。
　また、新たに、公共施設のコンデンサなどで毒性のある
PCB（ポリ塩化ビフェニル）を含むものを処分するための
手続きを行うPCB汚染物対策事業に５４７万５千円を計上し
ました。

商工費　１億８，８７０万５千円（１１．７％増）
　商工業の振興や各種観光イベントの実施などに使われる
費用です。
　なかひまわりフェスティバル事業に１，３０６万５千円など
を計上しました。
　また、新たに、企業コーディネーターを配置し、起業に
関する相談や支援を行うよろず相談事業に４７０万円などを
計上しました。

消防費　１０億３，８４０万２千円（０．９％減）
　消防本部庁舎の維持管理や消防団の活動、消防施設の整
備・維持管理、防災対策などに使われる費用です。
　消防団設置事業に３，４１６万１千円、多目的ポンプ車を購
入する常備消防車両整備事業に９，４２０万９千円、第６分団
第３部詰所の老朽化に伴う移転新築を行う消防団詰所整備
事業に１，５０２万４千円などを計上しました。
　また、新たに、今年の６月から茨城県消防救急無線指令
センターの共同化運用開始に伴い、既存指令台機器の撤去
工事のための消防本部庁舎改修事業に１２６万６千円などを
計上しました。

公債費　１６億７，３５６万６千円（２．１％減）
　過去に公共施設の建設事業を実施した際の財源などとし
て借り入れた市債を、返済するための費用です。
　起債償還元金に１４億７，８６１万７千円、起債償還利子に１
億９，３９４万８千円などを計上しました。

（表５、図３参照）



２２

平成 28年度那珂市まちづくり出前講座をご利用ください！
　まちづくり出前講座とは、市役所の仕事を市民の皆様に知っていただくために、ご希望のテーマについて市の職
員を講師として派遣する制度です。市内に在住、在勤または在学する１０人以上のグループでしたら、どなたでもご
利用いただけますので、「まちづくり出前講座メニュー」をご参照の上、ふるってご利用ください。なお、利用方法
などの詳細については、市民協働課までお問い合わせください。

【まちづくり出前講座メニュー】

説明
時間担当課（室）説明内容講座名称

（テーマ）
講座
番号分野

３０分～
６０分

市民協働課

市が進めている協働のまちづくりの基本的な
方向性についての概要

協働のまちづくりの取
り組み１

市民との
協働の
まち
づくり

３０分～
６０分

那珂市男女共同参画プラン、啓発紙などを
使って説明します。男女共同参画２

４５分～
６０分市民相談室人権について考え、人権意識を高める学習を

行います。身近な人権教育を考える３

６０分～
９０分

消防本部警防課

身近なところで起こる、けが・病気に対する応
急手当を習得します。

いざと言うときのため
に応急手当を覚えよう４

防災
・
防犯
・

交通安全

３時間
以上

突然の心停止などに対する応急手当およびＡ
ＥＤの使用方法を習得します。

とっさのときの応急手当
（心肺蘇生法）を覚えよう５

６０分消防本部予防課住宅用火災警報器・消火器などについて火災を防ぐ６

３０分

防災課

家庭でできる防災の心がけ、自主防災組織の
設立や活動内容、防災に関する市の取り組み

家庭・地域での防災力
の向上７

３０分家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロール
隊）の設立や活動内容、防犯に関する市の取り組み

家庭・地域での防犯力
の向上８

３０分交通事故の現状や市・那珂警察署・交通関係団
体が行っている交通事故防止に向けた取り組み交通安全対策の取り組み９

６０分放射線の基礎知識などについて私たちの暮らしと放射線１０

６０分消費生活センター悪質商法の内容とその対処について悪質商法と対処法１１

３０分
環境課

ごみの分別・減量などについてごみの分別・減量など１２
環境

３０分地球温暖化防止対策について地球温暖化防止１３

２０分
都市計画課

当市における都市計画街路の整備状況について都市計画街路１４道路
・
建設 ３０分当市における街づくり事業の事例紹介について街づくりの進め方１５

４５分
下水道課

公共下水道のしくみ、宅地内の排水設備、受
益者負担金、公共下水道使用料などについて公共下水道事業１６

上下水道
４５分農業集落排水のしくみ、宅地内の排水設備、受

益者分担金、農業集落排水使用料などについて農業集落排水事業１７

６０分

健康推進課

メタボリックシンドロームを中心に、生活習
慣を改善する方法について生活習慣病予防講座１８

福祉
・
医療
・
健康
・
年金

６０分乳幼児期からの栄養について子どもの食事１９

６０分子どもが健やかに育つよう、乳幼児期からの
身体つくりについて子どもの健康づくり２０

４０分こども課子育て支援事業の概要子育て支援２１

４０分保育所、
子育て支援センター

乳幼児の発達に応じたかかわり方や親子遊び
などについて

乳幼児の発達に応じた
かかわり方２２

市民協働課市民活動グループ
緯２９８－１１１１（内線２６３・２６５）問い合わせ



広報なか４月号２３

説明
時間担当課（室）説明内容講座名称

（テーマ）
講座
番号分野

２０分～
３０分介護長寿課介護保険以外の高齢者施策について高齢者の福祉サービス２３

福祉
・
医療
・
健康
・
年金

６０分

社会福祉課

総合支援法によるサービスを含め、当市で受
けられるサービスについて障がい者のサービス２４

３０分

障害者差別解消法が平成２８年４月１日から施
行となります。その施行に伴い、法律の趣旨
について説明します。また具体的な内容とし
て、差別を行ってはいけないこと、どのよう
なことが差別に当たるか、障がい者の求めに
応じるための合理的配慮について説明しま
す。

障害者差別解消法２５

４５分介護長寿課介護保険制度の概要介護保険制度２６

３０分

保険課

国民年金制度の概要国民年金２７

４５分国民健康保険制度の概要国民健康保険２８

３０分後期高齢者医療制度の概要後期高齢者医療制度２９

３０分介護長寿課地域包括支援センターの業務内容について地域包括支援センター３０

３０分

学校教育課
指導室

学校教育の基本方針について那珂市の学校教育３１

教育
・

生涯学習
・
生涯

スポーツ

３０分小中一貫教育の概要小中一貫教育３２

３０分いじめ問題や不登校児童生徒への対応について教育支援センターにお
ける相談体制３３

３０分市立図書館市立図書館の概要いつでも、誰でも、気
軽に立ち寄れる図書館３４

３０分スポーツ推進室スポーツ振興基本計画と各種教室について那珂市のスポーツ振興３５

６０分歴史民俗資料館那珂市の古代からの歴史や、市内の指定文化
財、遺跡などの紹介那珂市の歴史と文化財３６歴史・文化

３０分商工観光課那珂市の観光地の見所や、イベントなど那珂市の観光３７
産業・観光

３０分農政課那珂市の農業振興や、農業の現状について那珂市の農業３８

３０分政策企画課第１次那珂市総合計画の概要那珂市総合計画３９

行政改革
・
財政
・
税金

６０分財政課那珂市の財政状況についてわが市の台所事情
（財政）４０

６０分税務課市税に関する税制度を、資料を基にわかりや
すく説明します。

市民税・固定資産税の
しくみ４１

６０分行財政改革推進室那珂市の行財政改革の取り組み那珂市の行財政改革４２

１０分議会事務局陳情・請願の申請手続き方法について陳情・請願の申請４３

その他

３０分
総務課

選挙についてやさしく説明します。選挙のしくみ４４

３０分市の情報公開制度に基づく情報の開示と個人
情報の保護について情報公開と個人情報保護４５

３０分政策企画課マイナンバー制度の概要マイナンバー制度４６

１０分市民課マイナンバーカード（個人番号カード）につ
いてマイナンバーカード４７

３０分～
４０分政策企画課デマンド交通「ひまわりタクシー」の利用に

ついて（併せて利用登録申請を受け付けます）
デマンド交通
「ひまわりタクシー」４８

※講師料は無料ですが、材料費などをご負担いただく場合があります



２４

わがまちの環境を考えわがまちの環境を考えるるわがまちの環境を考える

　「紙類の日」に分別して出す紙類ごみは①新聞・折込チラ
シ②段ボール③紙パック④その他紙類（雑誌、雑がみ類）で
す。①②についてはおおむね分別されていますが、③④につ
いてはあまり分別されていません。平成２６年度、市で分別さ
れずに出された可燃ごみの「紙類ごみ」は可燃ごみ全体の重
量比率で４４．１％にも達しており、可燃ごみの内訳でも最も多
い項目になっています。きちんと分別すれば資源ごみとして
排出できる紙が、年間約６，４００トンもリサイクルされずに焼
却されていることになります。
　市では、分別された「紙類」は、資源ごみとして収集して
いますので、③④についても①②と同様に、回収日に資源ご
みとして出すようご協力をお願いします。

◆紙ごみの分別を徹底すること

～「紙類ごみ」分別のルール～

①新聞紙、段ボール、紙パックは、種類
ごとにひもで十字にしばってくださ
い。

※粘着テープは使用しないでください
②その他紙類（雑誌、雑がみ類）は、紙
袋に入れるか、ひもで十字にしばって
ください。

③雨の日でも、そのまま出して結構です。

　個人でも事業者でも、廃棄物をみだりに捨てることは法律で禁じられており、定められたルールに従うことが求
められます。事業活動に伴って発生する廃棄物のうち、法律で定められた２０種類の廃棄物を「産業廃棄物」とい
い、それ以外の廃棄物を「一般廃棄物」といいます。
　個人でも事業者でも、一般廃棄物を処理したい場合には市町村ごとに決められた方法に従って排出しなければな
りません。一方、産業廃棄物を排出したい事業者は、法律で定められた処理基準に従って自分で処理するか、処理
業者に委託するなどしなければなりません。しかしながら、法律に反してさまざまなごみを山林や野原に捨てる人
や事業者が後を絶ちません。不法投棄をする理由としては、「廃棄物処理費用が惜しい」「必要な手続きが面倒」な
どが考えられます。不法投棄は、外観の悪化や近隣の迷惑になることはもちろん、投棄された廃棄物から有害物質
が漏れ出し、環境破壊を引き起こすこともあります。その場合、地域の土壌や地下水質に重大な被害を与えかねま
せん。また、捨てるのは簡単ですが、撤去回収するのはとても大変で、元の自然を回復するのは難しく、多大な費
用が掛かります。
　いわゆる「ポイ捨て」も不法投棄の１つです。ポイ捨てされるものとしては、たばこの吸い殻、空き缶、ペット
ボトル、レジ袋などの使い捨て容器類、包装紙、食べ残し食品などがあります。
　ポイ捨て禁止条例が制定されている自治体もあり、ポイ捨て行
為に罰則を科しています。また道路交通法違反や軽犯罪法違反、
廃棄物の処理および清掃に関する法律違反によって罰則が科され
ます。さらに、ポイ捨ては火災の原因にもなることもあり大変危
険です。
　不法投棄を発見した場合は、環境課へ場所や状況を知らせてく
ださい。

◆不法投棄やポイ捨てをなくすこと

一人ひとりの行動の大切さ
　「環境にやさしい持続可能な社会」を実現するには、一人ひとりが地球環
境保護のための行動の必要性を正しく認識し、日常生活に定着させること
が大きな力になります。
　中でも、次の環境課題についてはぜひ皆さんに取り組んでいただきたい
ことです。小さなことでもみんなで取り組めば大きな力になるはずです。
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環境課環境グループ
緯２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ

　「那珂市空き地等の適正管理に関する条例」では、「空き地等の所有者、占有者又は管理者若しくは使用について
権原を有する者は、当該空き地等が管理不良状態にならないように、維持管理しなければならない」と定めていま
す。
　毎年、手入れされずに放置されている土地の苦情が多く寄せられています。土地の所有者は、定期的な除草や剪
定、刈取り後の草木の処分など、年間を通じて適正な管理をお願いします。

　空き地が適正に管理されず、近所から苦情が寄せられた場合には、「那珂市空き地等の適正管理に関する条例」
に基づき、所有者に対し「管理通知」を送付しています。管理通知とは土地の適正な管理を所有者に対し依頼する
文書であり、土地の現状の写真を添付し送付しています。市から管理通知が届いた際は、速やかな対応をお願いし
ます。

◆空き地を適正に管理すること

　昨年末のCOP２１（第２１回気候変動枠組み条約）で締結されたパリ合意において、すべての国・地域は温室効果ガ
スの削減目標（約束草案）を作成し提出すること、その目標は５年ごとに見直しをすることが義務付けられました。
日本は、「２０３０年度の温室効果ガス排出量を、２０１３年度比２６．０％減（２０１５年度比２５．４％減）の水準（約１０億４，２００万
トン－CO２ ）にする」という約束草案をCOP事務局に提出しました。
　政府はこの目標の実現に向け、部門別に削減目標を設けて取り組むこととしていますが、家庭部門と商業・サー
ビス・事務所などの業務その他部門では２０１３年度比４０．０％減、という高い目標値を掲げています。

　目標値達成の柱となっているのは、省エネによるエネルギー需要の抑制で
す。政府は、大幅削減が必要な家庭・業務部門を中心として、需要サイドから
の社会変革を強力に推進するため、住宅・建築物の省エネ促進、先導的な省エ
ネ対策技術の開発・実証・導入支援に加えて、国民運動「COOL CHOICE」を
展開しています。「COOL CHOICE（＝賢い選択）」とは、未来のために、低炭
素なアクションを習慣的に実践するというライフスタイルの選択を促す運動で
す。
　こまめな消灯、節水、冷暖房の適切な温度設定などの普段の行動に加え、車、
家電、住宅などの身の回りの物を選ぶときには地球にやさしいものを選択す
る、出かけるときには電車や自転車を利用することでCO２ 排出量を抑えるなど
の行動を推奨しています。一つ一つは小さな日常の選択かもしれませんが、積
み上げることで地球を変える大きな力になります。日本が生んだ賢い省エネア
イディアと世界から称賛される最先端の技術を生かした賢い選択肢を、地球の
これからのために選んでいきましょう。

◆「COOL CHOICE」（クール・チョイス）

▶土地を管理していないと……
○伸びた草や枝木が隣地に入り、種子が飛んで洗濯物を汚すなど、
近隣住民に迷惑がかかります。

○草を刈らずにそのまま枯らすと、火災の危険性が増します。
○草木が目隠しとなり、廃棄物の不法投棄場所にされてしまいま
す。

○害虫などが発生し、近隣住民に迷惑がかかります。
○道路の見通しが悪くなり、交通事故が発生する危険があります。
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私
は
、
長
く
洋
画
を
描
い
て
き

ま
し
た
。
そ
の
当
初
か
ら
制
作
に

必
要
な
材
料
へ
の
関
心
が
高
く
、

よ
り
よ
い
色
や
質
感
を
求
め
、
日

本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
に
留

学
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
流
の

材
料
を
買
い
集
め
て
き
ま
し
た

（
そ
の
多
く
は
、
２
０
１
１
年
の

震
災
で
失
わ
れ
ま
し
た
が
）。
し

か
し
日
に
日
に
そ
の
一
流
の
材
料

や
道
具
が
入
手
困
難
に
な
り
、
危

機
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
も
、
た
だ
入
手
で
き
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
鑑
賞
者
や
若

い
表
現
者
が
、
素
材
に
対
す
る
関

心
が
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
古
い

名
画
や
工
芸
の
名
品
も
、
素
材
の

知
識
が
な
く
て
は
、
表
面
上
の
理

解
し
か
で
き
ま
せ
ん
し
、
修
復
の

は
ず
が
再
生
不
能
の
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
自
分
の
作
品
制

作
以
上
に
、
材
料
や
道
具
の
「
普

遍
の
本
物
」
と
は
何
か
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
授
業
、
公

開
講
座
、
冊
子
・
書
籍
、
展
覧
会

で
自
分
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
関

心
の
あ
る
か
た
が
た
に
そ
の
情
報

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
現
在
、
研
究
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
、「
 和
膠
 」　
の
復
刻

わ
に
か
わ

※１

で
す
。
環
境
問
題
と
絵
具
を
考
え

る
「
京
都
技
法
材
料
研
究
会
」、
さ

ら
に
は
「
　
世
紀
 鷹
峯
 フ
ォ
ー
ラ

た
か
が
み
ね

２１

ム
」 　
 で
の
研
究
に
協
力
し
、
害

※２

獣
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
鹿
の

皮
か
ら
和
膠
を
、
同
じ
く
毛
か
ら

筆
・
刷
毛
を
つ
く
る
道
筋
を
築
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
素
材
と
道
具
の
見
地

か
ら
、
伝
統
に
基
づ
い
た
新
し
い

作
品
が
生
ま
れ
る
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
膠
の
例
の
よ
う
に
、
業
界

を
越
え
、
若
い
次
代
の
表
現
者
や

大
学
、
行
政
機
関
と
と
も
に
日
本

全
体
で
、
現
代
な
ら
で
は
の
手
法

で
、
採
算
が
と
れ
る
無
理
の
な

い
、
生
産
お
よ
び
供
給
が
で
き
る

持
続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
成
果
を

那
珂
市
の
将
来
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

　
 接
着
剤
の
一
種
で
絵
具
に
も
使
わ
れ

※１

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
０
年
に
日
本

で
の
生
産
は
停
止

　
 京
都
国
立
近
代
美
術
館
お
よ
び
京
都

※２

の
主
要
な
博
物
館
・
美
術
系
大
学
な

ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
開
催
し

た
工
芸
の
祭
典

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
那
珂
市
出
身
の
か
た
や
那
珂
市
に
ゆ
か
り
が
深
い
　
人
の
か
た

１５

に
「
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
」
を
委
嘱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
活
動
の
機
会
を
通
し
て
、
全
国
各
地
で
那
珂
市
の
魅

力
を
広
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
、
ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
さ
ん
の
自
己
紹
介
や
活
動
状
況
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
を
開
始
し
ま

す
。
第
１
回
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
の
青
木
芳
昭
さ
ん
で
す
。

ふ
る
さ
と
大
使
の「
那
珂
良
し
来
良
し
」♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
通
信

な
　

か
　

よ
　

し
　

こ
　

よ
　

し

Vol.1Vol.1
秘
書
広
聴
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

緯
２
９
８
・
１
１
１
１
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線
４
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・
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問
い
合
わ
せ

京都造形芸術大学　教授

 青  木 　 芳昭 さん（京都府在住）
あお き よしあき
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那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。
○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。
○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所
３月８日０．０５４横堀小学校

学校教育課

３月８日０．０５７額田小学校
３月１０日０．０５８菅谷小学校
３月８日０．０６２菅谷東小学校
３月８日０．０７１菅谷西小学校
３月９日０．０６６五台小学校
３月８日０．０６６芳野小学校
３月８日０．０５７木崎小学校
３月１５日０．０８１瓜連小学校
３月８日０．０６１横堀幼稚園
３月１１日０．０５８額田幼稚園
３月１１日０．０６３菅谷幼稚園
３月１１日０．０６９菅谷西幼稚園
３月８日０．０７１五台幼稚園
３月１１日０．０６９芳野幼稚園
３月１１日０．０６１那珂第一中学校
３月１０日０．０７１那珂第二中学校
３月９日０．０６１那珂第三中学校
３月１１日０．０４３那珂第四中学校
３月３日０．０６７瓜連中学校
３月１５日０．０７５茨城学園
３月１１日０．０５５ナザレ幼稚園
３月８日０．０６０さいせい幼稚園
３月１０日０．０７５大成学園幼稚園
３月８日０．０９２旧本米崎小学校

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所
３月８日０．０８５保健センター（ひだまり）健康推進課
３月２日０．０８１中央公民館

生涯学習課
３月５日０．０７２図書館
３月５日０．０７９那珂総合公園
３月１日０．０７６歴史民俗資料館
３月５日０．０７９ふれあいの杜公園
３月９日０．０８４ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
３月９日０．０８６ふれあいセンターごだい
３月９日０．０７６ふれあいセンターよしの
３月９日０．０９０総合センターらぽーる
３月８日０．０６７戸多地区交流センター
３月１日０．０９４那珂聖苑那 珂 聖 苑
３月７日０．０６５中谷原公園

都市計画課
３月７日０．０７１宮の池公園
３月１１日０．０７３一の関ため池親水公園

商工観光課
３月１１日０．０７６静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など
測定日測定値担当課および測定場所
３月１日０．０７０菅谷保育所

こ ど も 課

３月２日０．０７２瓜連保育園
３月２日０．０７６ゆたか保育園
３月２日０．０６５かしま台保育園
３月４日０．０７６ごだい保育園
３月１日０．０５４大成学園額田保育園
３月１日０．０７１地域子育て支援センター

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝ の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。
○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

　２月１５日から３月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果

那珂市役所　　緯２９８－１１１１
学校教育課　　　内線８２７４
健康推進課　　　内線５３１
生涯学習課　　　内線８２８２
市民協働課　　　内線２６３
都市計画課　　　内線３５５
商工観光課　　　内線２４４
こども課　　　　内線２５２
水道課　　　　　内線８３６５
那珂聖苑　　　緯３５２－００７３

問
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消防本消防本部部 NEWNEWSS 消防本部　緯２９５－２１１１問い合わせ

みんなの健みんなの健康康　～歯のお話～歯のお話～～ 健康推進課健康増進グループ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
緯２７０－８０７１

問い合わせ

　
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な

ど
で
「
予
防
歯
科
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
は
、「
予
防
歯
科
」
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
本
来
、
予
防
歯
科
と
は
虫
歯
に

な
っ
て
か
ら
の
治
療
で
は
な
く
、
な

る
前
の
予
防
を
大
切
に
す
る
こ
と
で

す
。

　
予
防
歯
科
の
基
本
は
、
歯
が
生
え

始
め
た
と
き
か
ら
歯
の
健
康
を
考

え
、
生
涯
を
通
じ
て
歯
を
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
守
る
こ
と
で
す
。
わ
が
国
で

は
、
２
０
１
２
年
に
厚
生
労
働
省
か

ら
「
歯
科
口
腔
保
険
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
事
項
」
が
報
告
さ
れ
る
な

ど
「
予
防
歯
科
」
を
推
奨
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
す
で
に
虫
歯
や
歯
周
病
に

な
っ
て
治
療
を
受
け
た
状
態
で
は
遅

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
い
え
、
決
し
て
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
う
ト
ラ
ブ
ル
で
嫌
な
思
い

を
し
た
く
な
い
と
考
え
た
と
き
か
ら

予
防
を
始
め
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
予
防
歯
科
に
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
め
は
「
だ
液
検
査
」
と
「
細

菌
検
査
」
で
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
病
は
、
細
菌
に
よ
る
感
染

症
で
す
。
そ
の
細
菌
検
査
に
よ
り
自
分
の

お
口
の
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
リ
ス
ク
の
高
い
人
と
低
い
人
で
は
、

予
防
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
２
つ
め
は
、
歯
垢
を
残
さ
ず
磨
く
こ
と

で
す
。

　
毎
日
歯
を
磨
い
て
い
る
の
に
虫
歯
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
自
分
で
き
ち
ん
と
ケ
ア
し
て
い
る
つ

も
り
で
も
、
磨
き
残
し
は
で
き
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
歯
科
医
院
な
ど
で
指
導
を
受

け
、
自
分
に
合
っ
た
適
切
な
方
法
で
歯
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
３
つ
め
は
、
細
菌
を
増
や
さ
な
い
こ
と

で
す
。

　
細
菌
が
増
え
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
お
口
の
中
で
細
菌
が
増
殖
す
る
と

虫
歯
や
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
つ

い
に
は
発
症
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
予
防
歯
科
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
歯

科
医
院
な
ど
で
の
「
プ
ロ
ケ
ア
（
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
）」
と
歯
科
医
師

や
歯
科
衛
生
士
の
指
導
に
基
づ
い
た
毎
日

の
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
歯
の
ト
ラ
ブ
ル

を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事
を

し
、
快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
歯
科
で
、
健
康
的
な
毎
日

吉
川
歯
科
医
院
　
　
吉
川
　
一
郎
　先
生

　２月24日、茨城県庁において、多年災害現場に
おいて消防業務に精励するとともに、指導者とし
て顕著な功績をあげたかたとして、市消防団長の
大森利光さんに、橋本県知事から平成27年度消防
功労者知事表彰の功労章が授与されました。

　最近の災害形態は、大規模複雑
化の傾向にあります。
　大災害、地震、風水害などの大
規模災害に対応するには、たくさ
んの人の力が必要です。
　このような中、地域の消防防災
力を担う消防団の力は、ますます
重要になってきています。東日本大震災などの過去の災害
においても、消防団員の献身的な活躍は、地域住民の信頼
を得てきたところです。
　消防団員は、自分の職業を持ちながら「自分たちのまち
は自分たちで守る」という郷土愛護の精神に基づき、地域
防災活動のリーダーとして活躍するとともに、幅広いコ
ミュニティ活動を通して、地域振興の維持増進にも中心的
な役割を果たしています。
　消防団と地域の皆さんとのふれあいを大切にした活動
は、安心・安全なまちづくりの実現に欠かせないものです。
　まちを愛する一人ひとりの力を結集すれば、地域の安全
は確かなものになります。
　だからこそ、今、消防団にあなたの力が必要です。

消防団員募集
～あなたの力が必要です～
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品の開発などが主なものです。
　私同様に「派遣職員」としては、復興庁や経済産業省、
環境庁、福島県庁、福島大学、神奈川県庁などからも来て
います。
　大型スーパーも図書館も無い。あるのはきれいな空気と
緑の山々、澄んだ水。夜は真っ暗で見上げると…満天の星
空。そんな川内村ですが、４月には大きなイベント「第１
回かわうちの郷かえるマラソン大会」があります。ハー
フ・１０㌔・５㌔・親子の部があり、北海道から沖縄までな
んと１，０００人を超えるランナーがエントリーしています。
市民ランナーの川内優輝選手３兄弟や吉田香織選手も参
加。震災後６年目を迎え、これをきっかけに村に戻る人、
村に興味を持ってくれる人が増えることを願っています。
　復興支援員や派遣職員は、立場こそ違っても復興支援へ
の思いは同じです。詳細は『プロメテウスの罠（福島第一
原子力発電所事故およ
び「原発」をテーマと
して２０１１年１０月から始
まった朝日新聞の調査
報道による連載記事）』
の№１４９９～№１５１０「村
人になる」をご覧くだ
さい。

　那珂市のみなさん、こんにちは。ひだまり保健師の中山
友子です。
　昨年の４月に那珂市職員としてここ福島県双葉郡川内村
に派遣され、当初１年間の派遣予定でしたが、「目的とす
る支援はできたのか？保健師として役に立てたのか？」と
いう自問自答の中、村の要請もあり、もう１年間川内村に
残ることになりました。今後も川内村民の日々の生活や復
興状況などをお伝えしていきたいと思います。
　今号は全国から支援員または派遣職員として村に来てい
る職員についてお知らせします。
　福島県が臨時職員として採用した３人、村が独自に採用
した３人の計６人が復興支援員として商工会や観光協会に
配置されています。目的は復興に伴う地域協力活動で、任
期は３年です。業務は３月にオープンした商業施設の開設
準備、薬店や地域巡回する移動販売、村商店の共同仕入
れ、農産物等直売所「あれ・これ市場」の運営そして特産

福島県川内村から
お届けします

～川内だより～ 

霞
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【５月７日】
◆映画会
　時　間：午前１０時～１１時
　場　所：２階　多目的室
　対　象：幼児から小学生
　
◆ボードゲームであそぼう
　時　間：午前１１時～午後１時
　場　所：１階　エントランス
　対　象：幼児から小学生
　講　師：小松崎浩司氏（茨城女子短

期大学講師）および学生
　
◆おはなしワンダーランド
　時　間：午後２時～２時５０分
　場　所：２階　多目的室
　対　象：幼児
　出　演：児童サービスボランティア
　
◆朗読会
　時　間：午後３時１５分～４時
　場　所：２階　多目的室
　対　象：小学生
　出　演：児童サービスボランティア
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こども図書館まつり（５月７・８日）を開催します

土金木水火月日
７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

１５日
    午後２時～
１９日
　午前１０時３０分～
２７日　 
    午後３時～

　おはなし会
休館日

図書館カレンダー

５月
May

【５月８日】
◆講演会と絵本の読み聞かせ
　時　間：午前１０時～１１時３０分
　場　所：２階　多目的室
　講　師：いしかわこうじ氏
　演　題：「こどもとえほん」
　定　員：１００人
　入場料：無料

◆ペーパーわんこ作りのワークショップ
　時　間：午後２時～３時４０分
　場　所：２階　多目的室
　講　師：いしかわこうじ氏
　対　象：幼児から小学生
　定　員：５０人

※講演会とワークショップともに４月１７日
（日）の午前９時３０分から図書館で入場
券を配布します

川内村役場庁舎

　１９６３年千葉県
生まれ。武蔵野
美術大学視覚伝
達デザイン学科
卒業。大学在学
中より、イラス
トレーターとし
て活動開始。
２００６年『どうぶ
ついろいろかくれんぼ』の出版を
機に絵本作家となり、約４０冊の絵
本を出版。『これなあに？かたぬ
きえほん』シリーズ（ポプラ社）
は累計１８０万部を超えるロングセ
ラーとなり、フランス・韓国・中
国・ロシアなど、海外でも翻訳版
が数多く出版されている。

【いしかわこうじ氏プロフィール】
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３
月
　
日
か
ら
２
年
間
、
青
年

２２

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
タ
イ
に
派

遣
さ
れ
る
中
村
知
世
さ
ん（
平
野
、

瓜
連
中
出
身
）
が
、
３
月
　
日
海

１７

野
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

作
業
療
法
士
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
経
験
を
生
か
し
、
シ
リ
ン
ト
ン

国
立
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
、
外
来
患
者
へ
の
リ

ハ
ビ
リ
の
実
施
や
作
業
療
法
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
２
年
後

の
帰
国
報
告
が
楽
し
み
で
す
。

　
３
月
　
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１２

ぽ
ー
る
で
、
地
域
資
源
創
造
事

業
・
朗
読
発
表
会
「
瓜
連
ま
ち
の

風
土
記
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
が
瓜
連
の

見
慣
れ
た
景
色
、
変
わ
ら
な
い
日

常
、
慣
れ
親
し
ん
だ
町
並
み
な
ど
、

瓜
連
が
誇
れ
る
「
宝
物
」
を
絵
本

に
ま
と
め
た
も
の
を
、
常
磐
大
学

塚
原
正
彦
教
授
、
地
域
資
源
学
芸

員
の
皆
さ
ん
が
、
映
像
と
音
楽
に

の
せ
て
朗
読
を
し
ま
し
た
。　
参

加
者
は
、
朗
読
を
と
お
し
瓜
連
の

魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
３
月
　
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１２

ぽ
ー
る
で
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
前
半
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し

協
同
館
な
か
よ
し
理
事
長
の
塚
越

敎
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
を
行

い
、
後
半
は
、
瓜
連
お
は
や
し
保

存
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
那
珂
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
、
日
独
自
然
保
護
研
究

会
、
額
田
城
跡
保
存
会
、
木
崎
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
、
那
珂
市
食
生
活
改

２４

善
推
進
員
協
議
会
の
会
員
を
対
象

に
、
歯
の
健
康
に
関
す
る
講
座
を

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ

ま
り
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
塩
野
宗
則
先
生
（
塩
野

歯
科
医
院
長
）
か
ら
歯
周
病
だ
け

に
限
ら
ず
、
歯
や
口
腔
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
受
講
生
た
ち
か
ら
は
「
歯
周

病
の
話
は
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。」「
全
身
疾
患
と
の
関
わ
り
が

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
大
変
好
評
で
し

た
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
タ
イ
へ

瓜
連
の
魅
力
を
再
確
認

ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

歯
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
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建 人の動き 建
那珂市の人口（３月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，３８３人 （－　２８）
　女　　　２８，２４４人 （－　２０）
　計　　　５５，６２７人 （－　４８）
世帯数　　２２，１２１世帯 （－　４）

○出生　２５人
○死亡　６４人

（２月１日～２９日）

建 国保ミニ情報 建

○那珂市国保の加入者数 １４，７２６人
　（平成２８年２月末現在・
 前月比３人増）
○那珂市国保が医療費の一部として
支払った金額　３億６，２２０万円
　（平成２８年２月・
 前月比１，８２０万円増）
※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★事件・事故の発生状況★
（平成２８年２月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 ３８件
　負傷者 ６０人
　死者 ０人
※暗くなる前から反射材を身に付
けましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ７８件
　　うち　　空き巣 １０件
　　　　　　自動車盗 ３件
　　　　　　自転車盗 ５件
※防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ！
問い合わせ／那珂警察署
緯３５２－０１１０

建 今月の納税 建
○固定資産税・都市計画税 １期
　
○介護保険料（普通保険料） １期
　

納期限：５月２日
　
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
緯２９８－１１１１　内線１７３・１７４

★火災・救急の状況★
（平成２８年２月）

○火災件数
　　　１件 （本年累計４件）
○救急出場件数
　　　１９９件 （本年累計３４９件）
※大切な命を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう
問い合わせ／那珂市消防本部
緯２９５－２１１１

お詫びと訂正
　広報なか３月号（№１３４）７ペー
ジ「茨城県市長会自治功労者表彰
式」の記事中、写真の注釈に誤字が
ありました。お詫びして次のとおり
訂正します。
　　（正）小薗井博士さん

　３月９日、那珂市歯科医師会
（会長小林克男さん）から、学校
検診で使用するデンタルミラー滅
菌のための滅菌パック２００枚およ
び歯牙保存液３３本を寄贈いただき
ました。
　寄贈いただいたものは、市内幼
稚園、小中学校に配布し、学校検
診などの際に活用します。

那珂市歯科医師会が

滅菌パック・歯牙保存液を寄贈

　２月１５日、瓜連環境保全クラブ
が「第８回　茨城県美しい水土里
づくり優良活動表彰」において、
多面的機能支払交付金部門で茨城
県知事賞を受賞しました。同クラ
ブは、地域の自治会や子ども会な
ど７団体と協力し、農用地内の美
化活動や水路の適正管理、施設の
長寿命化による資源向上活動、伝
統農法の体験学習などに積極的に
取り組み、他の模範となる顕著な
成果を上げ、今回の受賞となりま
した。

瓜連環境保全クラブが

茨城県知事賞を受賞

２月１５日～３月１４日（敬称略）
　
野木　利三郎 １０，０００円
薬師寺　毅雄 ５，０００円
ぴっぴお話の会　南波　久代
 ４，３１８円
　
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 緯２２９－０３０９

善意銀行へ

ご協力ありがとうございます
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●市役所の電話番号
　緯２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月２回）を発行し
ています。このコーナーではその
一部を掲載していますが、「おし
らせ版」も併せてご覧ください。

広報なか４月号

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

那
珂
市
民
憲
章

日時／５月１０日（火）午後１時～５時
　　　５月２４日（火）午後１時～４時
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予

約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談

はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
緯２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

　３月１８日、常陸農業協同組合か
ら交通安全帽子４３４個を寄贈いた
だきました。
　子どもたちの安全のために役立
ててほしいとしていただいたこの
帽子は、新入学児童全員に配布し
ます。

常陸農業協同組合が

交通安全帽子を寄贈

　３月４日、那珂地区交通安全協
会からランドセルカバー４６０枚を
寄贈いただきました。
　市ではランドセルカバーを新入
学児童に配布し、登下校時の子ど
もたちの安全確保のために活用し
ます。

那珂地区交通安全協会が

ランドセルカバーを寄贈

　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
※ごみ出しのルールが守られていない
ごみは収集できません

ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／必ず氏名をフルネー
ムで記入してください。
問い合わせ／環境課環境グループ
緯２９８－１１１１　内線４４７～４４９

可燃ごみの出し方について

日時／５月６日（金）午後１時～４時
場所／市役所（本庁）１階ロビー
開設相談／国の行政機関などが行って
いる仕事についての苦情や意見・要望
相談員／行政相談委員
問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
緯２９８－１１１１　内線１１７

行政相談

１日　鈴木呼吸器内科 （中台）
 緯３５３－２８１１
３日　那珂記念クリニック （中台）
 緯２９８－２８００
４日　たに内科クリニック （古徳）
 緯２２９－０７２１
５日　ののがき脳神経外科 （中台）
 緯３５２－０５５５
８日　なかむらクリニック （飯田）
 緯３５３－２３１０
１５日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
 緯２９６－１１１６
２２日　諸岡医院 （瓜連）
 緯２９６ー１１２３
２９日　ルリア記念クリニック （中里）
 緯２９６ー３３３３
■診療時間／午前９時～１１時３０分
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療
情報コントロールセンター（緯
２４１－４１９９）、または「那珂市消防
本部」（緯２９５－２１１１）へお問い合
わせください 。１１９番は、消防本
部ではなく「いばらき消防指令セ
ンター」につながります。１１９番は
「緊急事態」のための電話です。安
易な利用は避け、適正利用にご協
力ください

５月の休日当番医
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那珂市食生活改善推進員協議会

　
先
月
、　
名
の
職
員
が
退
職
（
定
年

２２

　
・
勧
奨
１
・
普
通
４
）
し
、
第
２
の

１７人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
彼
ら
は
、
市
民
の
福
利
向
上
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
務
め
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
懸
命
の
努
力
を
尽
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
の
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
思
え
ば
５
年
前
の
大
震
災
に
直
面

し
、
日
夜
を
問
わ
ず
復
旧
に
奮
闘
努
力

し
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
同
志
で
も
あ

り
ま
し
た
。
毎
年
同
じ
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
す
が
、
震
災
の
対
応
に
は
今
で
も

頭
の
下
が
る
思
い
で
当
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、　
名
の
新
規
採
用
職
員

２３

が
入
庁
し
、
各
配
属
先
で
那
珂
市
職
員

と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
彼
ら
に
は

市
民
第
一
主
義
に
徹
し
、
自
己
研
鑽
に

つ
と
め
、
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

那
珂
市
の
進
展
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ

る
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
さ
て
今
年
か
ら
、
友
好
都
市
横
手
市

と
「
人
と
物
と
文
化
の
交
流
」
の
一
環

と
し
て
人
事
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
日
本
海
側
の
内
陸
の
市
「
横
手
」
と
、

太
平
洋
側
の
内
陸
の
市
「
那
珂
」
が
お

互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
産
品
の
交
易

や
災
害
時
に
助
け
合
う
関
係
を
よ
り
強

く
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、
横

手
市
か
ら
も
職
員
の
派
遣
が
あ
り
、
那

珂
市
と
し
て
初
め
て
の
試
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
再
任
用
職

員
が
東
北
被
災
地
の
支
援
の
た
め
、
単

身
で
福
島
県
川
内
村
に
赴
き
ま
し
た
。

冬
場
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て
、
２
年

目
の
派
遣
を
承
諾
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
今
年
は
、
部
長
経
験
者
が
岩

手
県
釜
石
市
の
復
興
の
た
め
に
自
ら
手

を
挙
げ
て
、
単
身
で
赴
任
し
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
ら
の
、
同
胞
を
手
助
け
す
る

と
い
う
献
身
的
で
崇
高
な
姿
勢
に
は
大

変
感
動
し
ま
し
た
。

　
１
年
間
の
健
康
と
無
事
平
穏
の
中

に
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
職
員
の
活
躍
と
成
長
が

楽
し
み
で
す
。

 

　
那
珂
市
長
　
海
野
　
　
徹

新
し
い
一
歩

■コメント
　油揚げとベーコンのうまみ、お好み焼き風
味が決め手です。ベーコンの代わりに豚薄切
り、また季節の野菜を巻いても楽しめます。

高齢食部会の皆さん

ヘルスメイトさんが作る健康料理  １２７○

■１人分（２７９kcal／塩分１．３ｇ）

■作り方
①キャベツは太めの千切り、長ねぎは千切り、ピーマンは種を除
いて細切りにする。

②油揚げは熱湯を回しかけて油抜きし、４辺を切って２枚にはが
す。

③油揚げの表を上にして置き、①の野菜を１／８ずつのせて巻き、
さらにベーコンで巻いてようじで留める。

④フライパンにサラダ油を熱して中火で③を転がしながらこんが
りと焼き、Ａを合わせたタレを回し入れて全体にからめる。

⑤皿に盛りつけ、プチトマトを添える。

巻き巻きキャベツ

■材料（４人分）
キャベツの葉 …………… ５枚
ピーマン ………………… ２個
長ねぎ …………………… ８㎝
油揚げ …………………… ４枚
ベーコン ………………… ８枚
プチトマト ……………… ４個

サラダ油･ …………… 小さじ２　
とんかつソース
　 ……………… 大さじ２．５
マヨネーズ …… 小さじ１．５
みりん ………… 大さじ１　
しょうゆ ……… 大さじ１／２

兼

献
牽

献
験

Ａ



３５ 広報なか４月号

【短　歌】白鳥短歌会　加藤要選
十
二
桁
の
番
号
附
さ
れ
唐
突
に
囚
人
め
け
る
吾
と
な
り
け
り
 

池
　
田
　
美
代
子

二
つ
三
つ
開
き
そ
め
た
る
寒
椿
初
雪
う
け
て
く
れ
な
い
淡
し
 

大
　
森
　
　
　
満

抱
卵
の
 季
 迎
う
る
や
夏
ち
か
く
尾
長
の
一
声
庭
を
め
ぐ
れ
り
 

網
　
　
　
千
恵
子

と
き

玄
関
に
冬
を
越
え
た
る
撫
子
の
白
く
小
さ
き
蕾
見
せ
た
り
 

小
　
堆
　
弘
　
子

ラ
ッ
タ
ッ
タ
春
陽
の
中
を
踊
る
が
に
河
原
雀
の
つ
か
ず
離
れ
ず
 

大
　
森
　
勝
　
代

月
曜
日
の
朝
は
腹
痛
訴
え
る
息
子
な
れ
ど
も
代
わ
り
は
あ
ら
ぬ
 

菊
　
池
　
和
　
子

三
陸
の
仮
設
に
住
ま
う
友
ど
ち
の
し
げ
く
浮
か
び
く
雪
降
る
夜
は
 

海
　
野
　
宏
　
幸

一
週
の
曜
日
に
地
球
の
入
ら
ざ
り
銀
河
を
探
る
惑
星
な
れ
ど
 

赤
　
塚
　
満
　
夫

沖
縄
の
白
き
砂
地
に
咲
く
桜
、
兵
士
の
墓
に
無
言
の
さ
く
ら
 

仲
　
沢
　
照
　
美

名
前
だ
け
残
る
故
郷
と
な
り
に
け
り
鍛
冶
屋
、
麹
屋
、
塩
屋
、
醤
油
屋
 

小
野
瀬
　
　
　
壽

Ｃ
Ｏ
２

出
さ
ぬ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
伐
ら
る
る
森
は
何
も
言
え
ず
に
 

草
　
野
　
　
　
豊

月
曜
日
の
九
時
を
学
習
な
し
た
る
や
烏
の
夙
に
群
れ
て
ゴ
ミ
待
つ
 

加
　
藤
　
　
　
要

馬
に
乗
り
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
平
成
に
 

豊
　
嶋
　
美
香
子

騎
馬
武
者
の
武
者
は
楽
な
り
馬
苦
な
り
 

飛
　
田
　
竜
　
良

う
ま
に
の
り
復
興
願
う
旅
路
か
な
 

山
　
田
　
一
　
幸

舗
装
で
は
馬
も
欲
し
が
る
サ
ロ
ン
パ
ス
 

小
田
部
　
一
　
彦

さ
あ
い
く
ぞ
弓
矢
に
込
め
た
思
い
の
せ
 

吉
　
越
　
千
　
織

馬
追
い
に
馬
よ
り
イ
ケ
メ
ン
探
し
て
る
 

綿
　
引
　
恵
　
子

赤
い
ハ
タ
め
い
ろ
み
た
い
で
気
に
な
る
な
 
福
本
こ
う
き（
４
歳
）

思
い
出
す
小
学
校
の
騎
馬
戦
を
 

入
　
澤
　
美
恵
子

打
ち
上
げ
の
相
談
し
て
る
武
士
ふ
た
り
 

宮
　
田
　
道
　
子

甲
冑
に
日
々
の
平
和
を
重
ね
着
る
 

桜
　
井
　
　
　
寧

夢
を
乗
せ
さ
あ
未
来
へ
と
出
陣
だ
 

古
田
土
　
康
　
成

こ
の
暑
さ
か
ぶ
と
の
下
の
顔
見
た
い
 

園
　
部
　
満
智
子

「
相
馬
野
馬
追
」
の
写
真
で
、
五
・
七
・
五

【川　柳】第11回那珂市文化祭川柳コーナー
訪問者投句優秀作品　那珂川柳会員選

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。



いっぱい食べて元気に育ってね！

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

印刷／いばらき印刷株式会社
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大好きな旦陽♡♡
すくすく元気に大きくなってね♡

たくさん食べて
すくすく大きくなってね♡

これからもお姉ちゃんと一緒に
楽しく遊んで元気に育ってね。

再生紙と大豆油インキを使用しています。

2/1
生まれ中原旦陽くん

あさひ

2/6
生まれ柏村侑駕くん

ゆうが

2/27
生まれ佐伯結菜ちゃん

ゆうな

※
レ
シ
ピ
は
34
ペ
ー
ジ
に
記
載

巻き巻きキャベツ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

　３月19日、市立額田幼稚園の閉園式が行わ
れました。式の最後には、園庭でのバルーン
リリースを予定していましたが、当日の天気
は朝からの雨…。しかし、園児たちや先生た
ちの願いが空に届いたのか、式がちょうど終
わったときに雨が上がったのです。色とりど
りの風船を空に放ったときのみんなの笑顔は
きらきらと輝いていました。


